
今
月
の
主
な
内
容

C
o
n
te
n
ts 334617181930

　

半
家
天
満
宮
秋
祭
り

　

毎
年
11
月
2
日
に
行
わ
れ
て
い
る
西
土

佐
半
家
の
伝
統
行
事
で
、
宇
和
島
な
ど
南
予

か
ら
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

牛
鬼
祭
り
自
体
は
明
治
時
代
あ
た
り
か

ら
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
当
時
は
川
原
へ

降
り
て
石
を
並
べ
て
、
道
を
作
り
、
上
流
に

向
け
て
牛
鬼
や
神
輿
を
担
い
で
い
ま
し
た
。 

　

昭
和
35
年
に
半
家
沈
下
橋
が
で
き
て
か

ら
は
、
半
家
天
満
宮
か
ら
沈
下
橋
を
渡
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

牛
鬼
は
魔
よ
け
的
な
役
割
を
果
た
し
、
牛

鬼
を
先
頭
に
し
て
道
を
清
め
払
い
、
次
に
神

輿
を
渡
す
と
い
う
形
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
半
家
天
満
宮
に
戻
り
、
花
取
り
踊

り
や
五
ッ
鹿
踊
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

市
役
所
庁
舎
総
合
防
災
避
難
訓
練
　

相
次
ぐ
本
市
へ
の
行
政
視
察

国
道
4
3
9
号
、3
2
1
号
整
備
状
況

薪
木
を
無
料
配
布
し
ま
す

が
ん
ば
っ
て
ま
す
市
民
病
院
で
す
　

大
腸
が
ん 

無
料
検
診

マ
イ
バ
ッ
グ
利
用
推
進
標
語
募
集
　

ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り
　

▼▼▼▼▼▼▼▼
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年
末
年
始
の
市
役
所
関
係
業
務

12
平成23年

★ 

秋
水
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

★

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

12 （442冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

美しく死ぬ

住民力で地域医療－医師・宮原伸二の軌跡

スティーブ・ジョブズ　１・２

帝王、死すべし

謎解きはディナーのあとで　２

日本列島の巨大地震

花明かり

蜩ノ記

宮原　伸二

最所　久美子

ウォルター・アイザックソン

折原　一

東川　篤哉

尾池　和夫

山本　一力

葉室　麟

北風ふいてもさむくない

見学しよう工事現場　１　タワー

デイジーのびっくり！クリスマス

バスがくるまで

パパはバードマン

ひめねずみとガラスのストーブ

またおいで

みんなで！いえをたてる

西巻　茅子

溝渕　利明

ケス・グレイ

黒井　健

デイヴィッド・アーモンド

降矢　なな

もりやま　みやこ

鈴木　まもる

　

幸
徳
秋
水
特
別
展
の
終
了
に
伴
い
、
こ
の
た
び
幸
徳
秋
水
資
料

室
の
展
示
物
の
大
幅
な
入
れ
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

正
面
、幸
徳
秋
水
の
写
真
は
位
置
を
変
更
し
て
い
ま
せ
ん
が
、部

屋
に
入
っ
て
右
手
か
ら
順
に
秋
水（
伝
次
郎
）の
軌
跡
を
時
間
を
追

っ
て
辿
っ
て
い
く
よ
う
に
展
示
し
ま
し
た
。

　

特
別
展
で
も
、展
示
し
て
い
た「
秋
水
か
ら
三
申
へ
の
書
簡
」「
管

野
須
賀
子
の
針
文
字
書
簡
」
も
複
製
を
作
成
し
て
展
示
し
て
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

12
月
12
日 (

月)

　

定
　

休
　

日

19
日 (

月)

　

定
　

休
　

日

23
日 (

金)

　

天
皇
誕
生
日

26
日 (

月)

　

定
　

休
　

日

27
日 (

火)

　

館
内
整
理
日

12
月
29
日(

木)

〜
1
月
3
日(

火)  

　

年
末
年
始
の
お
休
み

問 

市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00 December

一
般
業
務

　

年
末：
12
月
28
日（
水
）17
時
15
分
ま
で

　

年
始：

１
月
4
日（
水
）８
時
30
分
か
ら

　

（
戸
籍
関
係
届
出
書
な
ど
の
夜
間
・
休
日
窓
口
で

　

の
受
け
付
け
は
行
っ
て
い
ま
す
）

図
書
館
　

0（
3
5
）2
9
2
3

　

年
末：

12
月
28
日（
水
）18
時
ま
で

　

年
始：

１
月
４
日（
水
）９
時
か
ら

郷
土
資
料
館
　

0（
3
5
）4
0
9
6

　

年
末：

12
月
30
日（
金
）17
時
ま
で

　
　
　

入
館
は
16
時
30
分
ま
で

　

年
始：

１
月
２
日（
月
）8
時
30
分
か
ら

市
民
病
院
　

 

0（
3
4
）2
1
2
6

　

年
末：

12
月
28
日（
水
）ま
で

　

年
始：

１
月
４
日（
水
）か
ら

診
療
所

・
西
土
佐
診
療
所
　

0（
5
2
）1
0
1
1（
代
）

　

年
末：

12
月
28
日（
水
）ま
で

　

年
始：

１
月
４
日（
水
）か
ら

・
大
宮
出
張
診
療
所

年
末：

12
月
26
日（
月
）ま
で

年
始：

１
月
6
日（
金
）か
ら

・
口
屋
内
出
張
診
療
所

年
末：

12
月
27
日（
火
）ま
で

年
始：

１
月
10
日（
火
）か
ら

・
奥
屋
内
へ
き
地
出
張
診
療
所

年
末：

12
月
15
日（
木
）ま
で

年
始：

１
月
5
日（
木
）か
ら

体
育
施
設

・
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　

0（
3
4
）2
0
7
1

・
具
同
体
育
セ
ン
タ
ー
　

0（
3
7
）4
5
5
8

年
末：

12
月
28
日（
水
）ま
で

年
始：

１
月
４
日（
水
）か
ら

普
通
ご
み
収
集

・
中
村
、具
同
地
区

年
末：

12
月
29
日（
木
）ま
で

年
始：

１
月
５
日（
木
）か
ら

・
東
山
、下
田
、東
中
筋
、中
筋
、蕨
岡
、八
束
、後
川
、

大
川
筋
、富
山
地
区

年
末：

12
月
30
日（
金
）ま
で

年
始：

１
月
６
日（
金
）か
ら

・
西
土
佐
地
域

年
末：

12
月
30
日（
金
）ま
で

年
始：

１
月
４
日（
水
）か
ら

幡
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　

0（
3
1
）2
6
0
0

　

年
末：

12
月
30
日（
金
）16
時
ま
で

　

年
始：

１
月
４
日（
水
）９
時
か
ら

し
尿
処
理
　

・
衛
生
セ
ン
タ
ー
中
村
　

0（
3
6
）2
4
6
4

年
末：
12
月
29
日（
木
）ま
で

年
始：
１
月
４
日（
水
）か
ら

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
西
土
佐
　

0（
3
1
）9
7
0
0

年
末：

12
月
29
日（
木
）ま
で

年
始：

１
月
４
日（
水
）か
ら

火
葬
場 

（
幡
多
中
央
斎
場
）
　

0（
4
3
）0
0
7
7

　

年
末：

12
月
31
日（
土
）17
時
15
分
ま
で

　

年
始：

１
月
２
日（
月
）８
時
30
分
か
ら

詳
細
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
各
施
設
、担
当
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）
0（
3
4
）1
1
1
1（
代
）

（
総
合
支
所
）
0（
5
2
）1
1
1
1（
代
）
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市
役
所
庁
舎
総
合
防
災
避
難
訓
練

　

11
月
9
日（
水
）、秋
の
火
災
予
防
週
間
に
あ
わ
せ
て
、

新
庁
舎
に
な
っ
て
初
め
て
の
庁
舎
総
合
防
災
避
難
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。火
災
発
生
時
を
想
定
し
て
、避
難
経

路
の
確
認
、
誘
導
、
初
期
消
火
等
の
ほ
か
、
災
害
時
に
お

け
る
来
庁
者
、職
員
の
安
全
の
確
保
、被
害
拡
大
の
防
止

を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
へ
の
防
災
意
識
の
徹
底
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
来
庁
者
を
含
め
1
5
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、庁
舎
２
階
、図
書
館
北
側
ト
イ
レ
前
の
電
気

室
内
の
変
電
ト
ラ
ン
ス
か
ら
出
火
し
た
と
い
う
想
定
で

行
わ
れ
、
市
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
避
難
誘
導
班
等
の
各
班

に
分
か
れ
て
初
期
消
火
等
の
活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、
四

万
十
消
防
署
か
ら
の
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
消
火
活
動
、
は

し
ご
車
に
よ
る
職
員
の
救
助
と
と
も
に
、
負
傷
し
た
２

人
を
救
急
車
で
搬
送
す
る
と
い
う
内
容
の
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、来
庁
者
も
参
加
し
て
、消
火
器
の
使
い
方
に
つ

い
て
、消
防
署
員
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

相
次
ぐ
本
市
へ
の
行
政
視
察

長
野
県
議
会
―
ふ
る
さ
と
応
援
団
調
査
　

　

こ
こ
の
と
こ
ろ
本
市
へ
の
行
政
視
察
が
相
次
い
で
い
ま
す
。11
月
は
、長
野
県
議
会
と
、東
か
が
わ

市（
香
川
県
）、井
原
市（
岡
山
県
）、高
梁
市（
同
）の
各
市
議
会
が
見
え
ま
し
た
。

　

長
野
県
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
議
会
第
２
会
派
「
改
革
・
新
風
」

の
12
名
。
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
の
取
り
組
み
を
教
え
て

ほ
し
い
、地
元
市
民
を
対
象
に
し
た
類
似
の
組
織
は
あ
る
が
、市

外
在
住
者
、
し
か
も
地
元
出
身
者
以
外
に
も
輪
を
広
げ
た
組
織

は
長
野
に
は
な
い
と
の
こ
と
。
本
市
が
約
１
年
間
で
７
０
０
名

を
団
員
に
迎
え
た
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
と
、驚
い
て
い
ま
し
た
。

ほ
か
に
、
四
万
十
市
産
材
利
用
促
進
事
業
に
つ
い
て
も
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

井
原
市
議
会（
６
名
）も
同
じ
く
定
住
促
進
事
業
調
査
が
主
な

目
的
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
応
援
団
の
話
に
関
心
を
も
っ
た
よ
う

で
し
た
。
ほ
か
に
、
緊
急
告
知
シ
ス
テ
ム
、
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

へ
の
支
援
策
（
第
三
セ
ク
タ
ー
井
原
鉄
道
が
あ
る
）
に
つ
い
て
、

議
論
を
し
ま
し
た
。井
原
市
は
、大
逆
事
件
で
秋
水
と
と
も
に
処

刑
さ
れ
た
森
近
運
平
の
出
身
地
で
あ
り
、
事
件
犠
牲
者
の
顕
彰

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

東
か
が
わ
市
議
会
（
7
名
）
、
高
梁
市
議
会
（
10
名
）
は
と
も
に

合
併
市
で
あ
り
、庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
調
査
。本
市
の
庁
舎

建
設
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
し
、
庁
内
施
設
も
見
学
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

視
察
に
は
市
長
も
同
席
を
し
、
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し

た
。行
政
視
察
の
受
け
入
れ
は
、本
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会

で
あ
り
、
ま
た
お
互
い
の
交
流
に
発
展
を
す
る
期
待
も
大
き
い

こ
と
か
ら
、
今
後
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
執
行
部
と
し
て
は
、

極
力
市
長
も
同
席
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

長野県議会視察(11月10日)井原市議会視察(11月9日)
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国
道
３
２
１
号
（
中
村
ー
清
水
）

　

山
路
、
実
崎
工
区
事
業
開
始
へ

　

国
道
３
２
１
号
は
、平
成
21
年
８
月
、
土
佐
清
水
の
以
布
利
バ
イ
パ
ス
が
開
通
す
る
な
ど
、県

事
業
に
よ
り
改
良
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、本
市
の
難
所
で
あ
る
山
路
、実
崎
地
区
に
つ
い
て
も
早

急
に
事
業
着
手
す
る
よ
う
、強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

両
地
区
は
、
四
万
十
川
、
中
筋
川
の
堤
防
と
一
緒
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
河
川
管
理
者
の
国
土

交
通
省
と
の
調
整
が
必
要
で
あ
り
、山
路
橋
の
架
け
替
え
、堤
防
の
拡
張
な
ど
大
き
な
事
業
が
予

想
さ
れ
ま
す
。す
で
に
昨
年
度
よ
り
調
査
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、こ
の
ほ
ど
国
道
３
２
１
号
改
良

促
進
期
成
同
盟
会
総
会
（
会
長
・
土
佐
清
水
市
長
、
副
会
長
・
四
万
十
市
長
）
に
お
い
て
、
県
よ
り

「
ル
ー
ト
決
定
に
向
け
国
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、本
年
度
内
に
方
向
性
を
決
定
し
た
い
」と
の

説
明
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

３
２
１
号
は
、次
の
南
海
地
震
な
ど
の
緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
、ま
た
四
万
十
川
、足
摺
岬
を

結
ぶ
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
重
要
な
道
路
で
あ
り
、
引
き
続
き
早
急
な
整
備
を
強
く
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。

国
道
４
３
９
号
（
中
村
ー
大
正
）

　

本
格
的
整
備
の
再
開
に
向
け
て

　

国
道
４
３
９
号
は
、中
村
市
街
地
か
ら
住
次
郎
付
近
ま
で
２
車
線
で
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
か
ら
先
は
非
常
に
幅
員
が
狭
い
う
え
、急
斜
面
や
急
カ
ー
ブ
な
ど
、
大
型
車
は
も
ち
ろ
ん
、

普
通
車
の
す
れ
違
い
も
困
難
な
状
況
で
す
。

　

国
道
４
３
９
号
杓
子
バ
イ
パ
ス
整
備
促
進
期
成
同
盟
会（
会
長
・
四
万
十
市
長
）で
は
、こ
れ
ま

で
高
知
県
に
対
し
て
大
正
ま
で
の
区
間
の
早
急
な
整
備
を
求
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
に
は
富
山
地
区
、大
正
地
区
が
中
心
と
な
り
工
事
再
開
を
願
う
署
名
が
６
千
名
以

上
集
ま
り
、今
年
度
は
維
持
的
予
算
で
は
あ
り
ま
す
が
、久
々
に
予
算
付
け
さ
れ
ま
し
た
。
　

　

４
３
９
号
は
、今
後
予
想
さ
れ
る
次
の
南
海
地
震
の
際
に
は
、海
岸
線
を
走
る
国
道
56
号
の
バ

イ
パ
ス
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
、幡
多
地
域
住
民
の「
命
の
道
」で
す
。

　

４
４
１
号（
中
村
ー
西
土
佐
）未
着
工
区
間
の
整
備
が
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
、全
線
整
備
に
向
け

て
目
途
が
た
っ
た
こ
と
か
ら
、今
後
は
こ
れ
と
平
行
し
て
、４
３
９
号
の
本
格
的
整
備
を
再
開
す

る
よ
う
、こ
れ
ま
で
以
上
に
関
係
機
関
に
対
し
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

住次郎付近の現状

国道439号 ルート図

山路工区

実崎工区

杓子バイパス

第２工区
第１工区L=約4.2㎞

第２工区
第１工区L=約4.2㎞

四万十町大正

四万十市住次郎
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高
知
大
学
連
携
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

11
月
12
日
、高
知
大
学
と
の
連
携
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
自
治
体
に
よ

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
連
携
自
治
体
は
高
知
大
学
に
何
を
求
め
る
の
か
」が
同

大
学
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

高
知
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー（
卒
業
生
と
の
交
流
）に
合
わ
せ
て
、

大
学
か
ら
の
呼
び
か
け
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、４
市
町
の
首
長（
四

万
十
市
、土
佐
市
、室
戸
市
、大
豊
町
）が
出
席
し
、そ
れ
ぞ
れ
連
携
事
業
の

現
状
と
大
学
へ
の
要
望
、期
待
等
を
述
べ
、意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
市
は
、平
成
19
年
６
月
、高
知
大
学
と「
官
学
連
携
事
業
の
推
進
に
関

す
る
協
定
」を
締
結
。平
成
20
年
度
か
ら「
四
万
十
川
汽
水
域
の
環
境
保
全
」

と「
内
水
面
漁
業
の
振
興
」に
関
す
る
事
業
、具
体
的
に
は（
一
）天
然
ス
ジ

ア
オ
ノ
リ
の
生
産
量
ア
ッ
プ（
平
岡
准
教
授
）、（
二
）ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
の
有

効
成
分
を
活
用
し
た
付
加
価
値
の
追
求（
受
田
教
授
、今
村
講
師
）、（
三
）天

然
ア
ユ
を
守
る
取
り
組
み（
木
下
教
授
）、の
三
項
目
の
調
査
・
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、毎
年
度
、公
民
館
で
報
告
会
を

開
い
て
い
ま
す
。

　

四
万
十
川
の
汽
水
域
は
、豊
か
な
生

態
系
を
育
む
「
自
然
の
ゆ
り
か
ご
」
で

あ
り
、そ
の
環
境
を
保
全
し
て
い
く
こ

と
は
き
わ
め
て
重
要
で
す
が
、砂
州
の

消
失
な
ど
に
よ
り
、こ
こ
の
と
こ
ろ
環

境
は
激
変
を
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、田
中
市
長
が

こ
う
し
た
現
状
を
報
告
し
、今
後
も
汽

水
域
環
境
を
守
り
貴
重
な
資
源
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
、連
携
し
て
よ
り

踏
み
込
ん
だ
事
業
を
展
開
し
て
い
き

た
い
と
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

枚
方
市
友
好
都
市
物
産
展
に
参
加

　

11
月
17
、
18
日
、
大
阪

府
枚
方
市
で「
友
好
・
交

流
都
市
物
産
展
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

物
産
展
に
は
、
沖
縄

県
名
護
市
や
北
海
道
別

海
町
な
ど
全
国
７
市
町

村
が
参
加
し
て
い
ま
す

が
、
枚
方
市
と
の
交
流

は
旧
中
村
市
が
最
も
古

く
（
昭
和
49
年
友
好
協

定
締
結
）、物
産
展
に
は

平
成
14
年
の
第
１
回
目

か
ら
参
加
を
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
と
な
っ
た
公
園
は
、駅
や
枚
方
市
役
所
の
す
ぐ
近

く
と
あ
っ
て
、
お
昼
ど
き
に
は
四
万
十
牛
カ
レ
ー
や
コ

ロ
ッ
ケ
を
買
い
求
め
る
お
客
さ
ん
で
長
い
行
列
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
ま
な
板
、
ノ

リ
の
佃
煮
、
ポ
ン
酢
、
お
茶
、
ア
ユ
の
塩
焼
き
、
焼
き
栗
な

ど
の
特
産
品
を
買
い
求
め
る
人
で
、た
い
へ
ん
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

今
年
は
農
商
工
連
携
開
発
商
品
の
か
り
ん
と
う
、
ぶ

し
ゅ
か
ん
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、ゆ
ず
甘
酢
な
ど
も
販
売
し
ま

し
た
が
、
特
に
ゆ
ず
甘
酢
は
早
々
に
売
り
切
れ
る
な
ど
、

大
好
評
で
し
た
。

　

買
い
物
客
の
中
に
は
四
万
十
市
出
身
者
も
い
て
、ふ
る

さ
と
応
援
団
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
渡
す
と
、「
懐
か
し
い

ね
え
」と
、昔
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

叙
勲
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

こ
の
ほ
ど「
平
成
23
年 

秋
の
叙
勲
」な
ら
び
に「
第

17
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」
が
発
令
さ
れ
、
四
万

十
市
か
ら
は
、あ
わ
せ
て
3
名
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
者
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈

り
し
ま
す
。

平
成
23
年
秋
の
叙
勲
　

旭
日
双
光
章

佐
田
　

末
喜

中
村
商
工
会
議
所
会
頭
を
勤
め
ら
れ
、
地
域
経
済
の

活
性
化
や
観
光
事
業
の
発
展
に
お
い
て
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

第
17
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 

瑞
宝
単
光
章

上
岡
　

猛
男

兵
庫
県
警
に
お
い
て
警
察
業
務
に
長
年
従
事
さ
れ
、

多
く
の
功
労
を
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

第
17
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
　

瑞
宝
単
光
章

竹
田
　

明

高
知
刑
務
所
等
に
お
い
て
法
務
事
務
官
と
し
て
長
年

従
事
さ
れ
、多
く
の
功
労
を
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
12
月
号

5



■
木
造
住
宅
へ
の
市
の
補
助
金
は
、最
大
１
５
０
万
円

　

市
で
は
、
新
た
に
建
築
さ
れ
る
住
宅
の
う
ち
、
一
定
量
以
上
の
市
産
材
を
使
用
し
、
所
定
の

条
件
を
満
た
し
た
住
宅
に
対
し
て
、市
産
材
の
購
入
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
、施
主
に
助

成
す
る
制
度
を
６
月
よ
り
開
始
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
額

■
補
助
対
象
要
件

１
．市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
、ま
た
は
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
者

２
．市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

３
．建
築
延
べ
面
積
50
㎡
以
上
で
あ
る
こ
と

４
．市
内
に
本
拠
を
置
く
建
築
業
を
営
む
も
の
に
依
頼
し
、建
築
さ
れ
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

５
．着
工
前
に
事
業
に
関
す
る
申
請
を
行
う
こ
と

次
の
場
合
は
ご
注
意
を
！！

１
．
既
に
事
業
申
請
済
み
の
住
宅
に
つ
い
て
、
平
成
24
年
4
月
以
降
の
完
成
に
な
る

（
可
能
性
が
あ
る
）場
合
。

２
．
こ
れ
か
ら
事
業
申
請
を
考
え
て
い
る
住
宅
の
中
で
、
来
年
の
３
月
ま
で
に
着
工

を
予
定
す
る
住
宅
に
つ
い
て
、平
成
24
年
4
月
以
降
の
完
成
に
な
る
（
可
能
性
が

あ
る
）場
合
。

以
上
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
１
月
15
日
ま
で
に
必
ず
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
庁
）林
業
課 

0（
３
４
）１
１
１
８
　

（
総
合
支
所
）西
土
佐
林
業
分
室 

0（
５
２
）１
１
１
１

四

万

十

市

産

材

利

用

促

進

事

業

薪

木

を

無

料

配

布

し

ま

す

市
産
材
使
用
量

1
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.4
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上

1
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.5
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満

1
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.5
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上

1
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.6
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満

1
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.6
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上

補
助
金
額
の
上
限(

１
戸
あ
た
り
）

　

80
万
円

１
１
０
万
円

１
５
０
万
円

■
配
布
場
所

　

四
万
十
市
剪
定
木
等
堆
肥
化
場（
古
津
賀
）

　

※

下
地
図
参
照

■
注
意
事
項

　

市
内
に
在
住
し
て
い
る
人
で
、配
布
場
所

　

ま
で
取
り
に
来
て
い
た
だ
け
る
人
に
配
布

　

し
ま
す
が
、営
利
目
的
に
さ
れ
る
場
合
は

　

対
象
外
で
す
。

　

ま
た
、積
み
込
み
は
ご
本
人
で
お
願
い
し

　

ま
す
。

　

薪
木
の
積
み
込
み
、運
搬
に
よ
る
ケ
ガ
や

　

事
故
な
ど
に
つ
い
て
は
、当
方
で
は
一
切

　

の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
の
で
、あ
ら
か

　

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）環
境
生
活
課
　

☎（
３
４
）６
１
２
６

　

当
市
で
は
、

剪
定
木
等
堆

肥
化
場
に
持

ち
込
ま
れ
た

剪
定
木
の
う

ち
、チ
ッ
プ
化

で
き
な
い
も

の
を
暖
炉
用

や
風
呂
の
薪

と
し
て
利
用

し
て
も
ら
う

た
め
、市
民
の
皆
さ
ん
へ
無
料
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

薪
木
を
希
望
す
る
人
は
四
万
十
市
公
園

管
理
公
社 

☎（
３
７
）０
６
０
８
に
ご
連
絡

の
う
え
、配
布
場
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

剪定木等堆肥化場 

古津賀第２団地 

県道出口・古津賀線 至 黒潮町出口

至 国道56号
 入口（看板有）

（イメージ）
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農
地
の
埋
め
立
て
を
す
る
場
合
は
、
目
的
に
よ

り
事
前
の
許
可
ま
た
は
届
出
が
必
要
で
す
。

○
埋
め
立
て
後
、
農
地
と
し
て
使
用
し
な
い
場
合

　

＝
農
地
法
第
４
・
５
条
許
可
申
請

　
　

農
地
を
住
宅
、
工
場
、
商
業
施
設
、
道
路
、
資
材

　

置
場
、
駐
車
場
、
墓
地
等
の
農
地
以
外
に
す
る
時

　

に
は
知
事
許
可
が
必
要
で
す
。

　
　

許
可
な
く
転
用
し
た
場
合
は
、
無
断
転
用
と

　

な
り
、
現
状
回
復
等
の
命
令
、
罰
則
の
適
用
が
あ

　

り
ま
す
。

○
埋
め
立
て
後
、農
地
と
し
て
使
用
す
る
場
合

　

＝
農
地
の
形
状
変
更
届

　
　

こ
の
場
合
、
許
可
は
必
要
と
し
ま
せ
ん
が
、
農

　

業
委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　
　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
農
地
と
し
て
み
な
せ

　

ず
、
無
断
転
用
の
扱
い
と
な
る
の
で
ご
注
意
願

　

い
ま
す
。

　

ア
．
農
地
と
し
て
使
用
す
る
つ
も
り
で
埋
め
立

　

て
し
た
が
、
耕
土
は
全
く
無
く
更
地
の
状
態

の
も
の
。

　

イ
．
埋
め
立
て
後
、
果
樹
は
植
え
て
い
る
も
の
の
、

　

耕
土
が
全
く
無
い
か
、
果
樹
の
周
り
の
ご
く

僅
か
で
あ
り
、
肥
培
管
理
が
認
め
ら
れ
な
い

も
の
。

許
可
申
請
書
、
届
出
書
は
農
業
委
員
会
事
務
局

　

に
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ

　

い
。

　

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す

h
ttp
://w

w
w
.c
ity
.sh
im
a
n
to
.lg
.jp
/g
y
o

se
i/n
o
u
g
y
o
u
/in
d
e
x
.h
tm
l

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）農
業
委
員
会
事
務
局
　

☎（
3
4
）1
5
2
1

農
地
の
埋
め
立
て
に
注
意

　

ゆ
ず
の
産
地
と
し
て
、
県
内
で
は
馬
路
村

や
北
川
村
な
ど
東
部
の
も
の
が
有
名
で
す

が
、
当
市
に
お
い
て
も
、
三
ツ
又
、
勝
間
川
、

奥
屋
内
な
ど
で
多
く
生
産
さ
れ
て
お
り
、
県

西
部
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生
産
量
を
誇

り
ま
す
。

　

ゆ
ず
の
産
地
化
は
高
知
県
産
業
振
興
計

画
の
幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
も

組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
中
山
間
の
農
業
振
興

策
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
市
で
も
生
産
量

の
増
加
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ゆ
ず
の
出
荷

に
つ
い
て
も
、
Ｊ
Ａ
に
よ
る
共
同
選
果
や
搾

汁
施
設
の
高
度
化
が
進
ん
で
お
り
、
出
荷
体

制
の
強
化
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
ゆ
ず
は
青
果
（
玉
）
で
出
荷
で
き

た
場
合
に
は
、
水
稲
栽
培
よ
り
も
農
業
所
得

の
向
上
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
水
田
の
よ

う
な
平
坦
な
ほ
場
で
の
作
業
は
労
力
負
担

が
低
減
さ
れ
る
た
め
、
高
齢
者
で
も
作
業
が

で
き
る
う
え
、
管
理
が
し
や
す
い
の
で
青
果

出
荷
率
が
向
上
し
ま
す
。

　

農
業
所
得
向
上
と
、
高
齢
者
で
も
農
業
を

続
け
て
い
け
る
よ
う
、
市
で
は
「
ゆ
ず
産
地

化
推
進
事
業
」
に
よ
り
生
産
拡
大
を
図
り
、

産
地
化
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

■
採
択
要
件

　

市
内
に
概
ね
10
a
以
上
の
ゆ
ず
栽
培
に
適

し
た
平
場
の
ほ
場
が
あ
る
人
で
、
ゆ
ず
栽
培

を
意
欲
的
に
取
組
む
人

■
補
助
内
容

①
ゆ
ず
の
苗
木
代（
全
額
）

②
有
害
鳥
獣
防
止
柵
資
材
購
入
に
か
か
る

経
費
の
２
/

３
以
内

③
隣
接
す
る
ほ
場
へ
の
農
薬
等
飛
散
防
止

等
の
た
め
の
資
材
購
入
に
か
か
る
経
費
の

2
/

3
以
内

（
②
③
は
必
要
が
あ
る
場
合
の
み
）

■
募
集
面
積
　

約
80
a

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
庁
）農
業
課 

農
業
振
興
係

☎（
3
4
）1
1
1
7

平
成
23
年
度 

ゆ
ず
産
地
化
推
進
事
業 

希
望
者
募
集

林業の仕事をしていた人へ ー林退共制度ー
　林退共制度に加入していたけれども、退職金をまだ受け取っていない人を探しています。以前林業の仕事
をしていたけれども、ご自身が林退共へ加入していたか分からない人についてもお調べします。
　また、罹災された共済契約者および被共済者の皆さまに対し、各種手続（共済手帳の紛失、退職金の請求な
ど）の必要が生じた場合は、可能な限り速やかに対応したいと考えていますので、最寄りの支部または本部へ
お問い合わせ、ご相談ください。

【問い合わせ先】
独立行政法人勤労者退職金共済機構 林業退職金共済事業本部
〒105ー0011　東京都港区芝公園1ー7ー6　退職金機構ビル　
☎03ー5400ー4334　 FAX 03ー3432ー5868
ホームページhttp://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

平
成
23
年
12
月
号
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税務課からのお知らせ

土
地
、家
屋
の

　

異
動
は
あ
り
ま
せ
ん
か

土
地
、家
屋
の

　

異
動
は
あ
り
ま
せ
ん
か

土
地
、家
屋
の

　

異
動
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

土
地
、
家
屋
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
異
動
が

あ
っ
た
と
き
は
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
　
　

■
土
地
の
利
用
状
況（
宅
地
、田
、畑
、山
林
、原
野
、

雑
種
地
）に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

■
家
屋
の
新
築
、
増
築
な
ど
で
面
積
の
異
動
が

あ
っ
た
場
合
な
ら
び
に
、
取
り
壊
し
が
あ
っ
た

場
合

※
固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１
日（「
賦
課
期
日
」

と
い
い
ま
す
）に
土
地
、家
屋
、償
却
資
産（
こ
れ

ら
を
総
称
し
て
「
固
定
資
産
」
と
い
い
ま
す
）
を

所
有
し
て
い
る
人
が
そ
の
固
定
資
産
の
価
格
を

も
と
に
算
定
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　

（
本
　
　

庁
）税
務
課 

資
産
税
係
　

☎（
3
5
）4
4
2
8

　

（
総
合
支
所
）住
民
課 

税
務
係  　

 

☎（
5
2
）1
1
1
1

１
月
は
償
却
資
産
の

　
　
　
　

申
告
月
で
す

　
　
　
　
　

申
告
は
お
早
め
に
!!

１
月
は
償
却
資
産
の

　
　
　
　

申
告
月
で
す

　
　
　
　
　

申
告
は
お
早
め
に
!!

■
対
象
者

　

平
成
24
年
1
月
1
日
現
在
に
お
い
て
、
市
内
に

所
在
す
る
事
業
用
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

個
人
お
よ
び
法
人
。

■
提
出
期
限

　

平
成
24
年
1
月
31
日（
火
）ま
で

※
申
告
用
紙
、注
意
事
項
な
ど
は
郵
送
し
ま
す
。

１
月
は
償
却
資
産
の

　
　
　
　

申
告
月
で
す

　
　
　
　
　

申
告
は
お
早
め
に
!!

市税の納め忘れはありませんか?

■本庁税務課窓口では平日の昼休み（12時～13時）も納税相談などを行っています。
■市税の納付には便利な口座振替をご利用ください。詳しくは、下記までお問い合わせください。

【問い合わせ先】
　（本庁）税務課 収納係 （35）5552　（総合支所）住民課 税務係 （52）1111

今月は、市税の滞納整理を強化しています。市税を納め忘れの人はお早めに納付くださるようお願いします。

　

四
万
十
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
は
、毎
年
１
月
１
日
現
在
で
資
格
を

有
す
る
人
の
申
請
に
基
づ
い
て
作
成
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
選
挙
人
名
簿
に

載
っ
て
い
な
い
と
投
票
も
リ
コ
ー
ル
の

請
求
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
31
日
確
定
の
選
挙
人

名
簿
の
登
載
者
に
つ
い
て
は
、個
人
宛
に

申
請
書
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
新

た
に
申
請
さ
れ
よ
う
と
す
る
人
に
つ
い

て
は
、下
記「
申
請
書
の
備
付
場
所
」に
あ

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

該
当
者

　

四
万
十
市
農
業
委
員
会
の
区
域
内
に

住
所
を
有
す
る
、次
に
該
当
す
る
人

（
１
）年
齢
20
歳
以
上
の
人
。

（
２
）
10
ア
ー
ル
（
1
反
）
以
上
の
農
地
を

耕
作
し
て
い
る
人
お
よ
び
そ
の
同

居
の
親
族
ま
た
は
配
偶
者
で
年
間

お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事

し
て
い
る
人
。

 

申
請
書
の
提
出
期
限

　

平
成
24
年
１
月
10
日
（
火
）
ま
で
に
左

記
の
場
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
中
村
地
域

①
申
請
書
を
郵
送
の
場
合

〒
７
８
７

-

８
５
０
１

　

四
万
十
市
中
村
大
橋
通
４-

10

　
　

四
万
十
市
農
業
委
員
会
事
務
局

②
申
請
書
を
持
参
す
る
場
合

　

市
役
所
本
庁
５
階

　

（
市
）農
業
委
員
会
事
務
局

●
西
土
佐
地
域

〒
７
８
７

-

１
６
０
１

　

四
万
十
市
西
土
佐
江
川
﨑
２
４
４
５

-

２

　
　

四
万
十
市
西
土
佐
総
合
支
所

　
　

産
業
建
設
課

 

申
請
書
の
備
付
場
所

○（
本
庁
）農
業
委
員
会
事
務
局
、（
本
庁
）

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、（
総
合
支

　

所
）地
域
企
画
課

○
高
知
は
た
農
業
協
同
組
合（
中
村
支
所
、

　

西
土
佐
支
所
、
中
村
東
部
出
張
所
、
中

　

村
南
部
出
張
所
、中
村
北
部
出
張
所
）

四
万
十
市
農
業
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
庁
）選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　

（
３
４
）１
７
８
４

平
成
23
年
12
月
号
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11
5 (土)

　

11
月
5
日
（
土
）
、「
玖
木
地
区
が
ん
ば
る
住
民
グ
ル

ー
プ
」
主
催
の
、
地
域
を
ま
る
ご
と
体
験
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
「
玖
木
の
一
日
橋
め
ぐ
り 

も
み
じ
祭
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
野
草
を
材
料
に
し
た
紙
す
き
で
ハ
ガ
キ

を
つ
く
り
、
お
楽
し
み
の
昼
食
で
は
ツ
ガ
ニ
や
シ
シ
汁
、

し
ょ
う
が
を
利
か
せ
た
野
菜
の
て
ん
ぷ
ら
に
舌
鼓
。
子

ど
も
た
ち
も
一
緒
に
お
や
つ
の
し
ば
も
ち
を
ま
る
め
、

蒸
し
あ
げ
る
間
に
地
元
の
人
の
案
内
で
周
辺
を
散
策

し
ま
し
た
。
黒
尊
川
に
か
か
る
木
の
渡
し
橋
を
渡
り
、

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
た
っ
ぷ
り
の
森
林
道
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
色
付
き
は
じ
め
た

も
み
じ
も
堪
能
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
手
作
り
の
お
土
産
を
も
ら
い
、「
ま
た
来

る
よ
」
と
地
元
の
方
と
交
流
を
深
め
た
１
日
に
な
り
ま

し
た
。

玖
木
を
満
喫
！
も
み
じ
祭
り

11
12(土)

四
万
十
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｓ
の
森
で
交
流

　

Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｓ
の
森
は
、
日
鉄
環
境
プ
ラ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
ズ
（
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｓ
）
と
高
知
県
、
四
万
十
市
で
協
働
の
森

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
定
を
結
ん
だ
森
で
す
。

　

11
月
12
日
（
土
）
、
こ
の
森
で
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｓ
社
員
57
人
を
迎

え
て
体
験
間
伐
を
行
い
ま
し
た
。
ノ
コ
ギ
リ
で
の
間
伐
は

初
め
て
の
体
験
と
い
う
社
員
が
多
く
、
地
元
し
ま
ん
と
黒

尊
む
ら
や
幡
多
林
業
事
務
所
、
林
業
事
業
体
の
方
々
の
指

導
の
も
と
、
20
年
生
の
ヒ
ノ
キ
を
一
緒
に
な
っ
て
切
り
倒

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｓ
の

協
賛
金
を
活
用
し
、
本

年
６
月
か
ら
5
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
収
入
間
伐
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

11
12(土)

第
6
回 

し
ま
ん
と

黒
尊
む
ら
ま
つ
り

　

11
月
12
日
（
土
）
、
秋
晴
れ
の
も
と
、
西
土
佐
黒
尊
の
黒

尊
親
水
公
園
で
恒
例
の
し
ま
ん
と
黒
尊
む
ら
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

黒
尊
川
流
域
の
食
が
一
堂
に
集
ま
る
年
１
回
の
こ
の

祭
り
に
は
、
鮎
の
塩
焼
き
や
し
し
鍋
、
そ
し
て
ユ
ズ
し
ぼ

り
コ
ー
ナ
ー
か
ら
は
、
ユ
ズ
の
さ
わ
や
か
な
香
り
と
と
も

に
、秋
の
雰
囲
気
が
醸
し
だ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
播
州
皿
屋
敷
の
紙
芝

居
や
、
か
わ
い
い
ダ
ン
ス
な
ど
も
あ
り
、
来
場
者
の
目
も

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
訪
れ
た
お
客
さ
ん
は
５
０
０
人
超
！
ス
タ
ッ
フ

が
用
意
し
た
お
土

産
も
の
や
昼
食
コ

ー
ナ
ー
も
ほ
ぼ
完

売
で
、
秋
の
日
差

し
に
み
ん
な
笑
顔

の
一
日
で
し
た
。

しぼったユズの良い香りに人が集まりました

平
成
23
年
12
月
号
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幡
多
農
高 

創
立
70
周
年
記
念
　

　

11
月
18
日（
金
）、幡
多
農
高
で
創
立
70
周
年
を
記
念
し
た
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
70
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
よ
り
今
回
の
記
念
事
業
に
お
け
る
経

過
報
告
の
後
、松
本
公
夫
校
長
が
、「
T
P
P
や
原
発
問
題
な
ど
に
よ
り
人
々
の
食
へ

の
関
心
が
高
ま
る
中
、本
校
の
使
命
を
認
識
し
、農
業
に
お
け
る
人
材
育
成
を
目
指

し
て
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
式
辞
を
述
べ
、生
徒
会
長

の
佐
竹
大
和
さ
ん
は
、「
人
間
性
豊
か
に
、地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
勉
学
、部
活

に
励
ん
で
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、中
村
文
昭
さ
ん（
有
限
会
社
ク
ロ
フ
ネ
カ
ン
パ
ニ
ー
代
表
取
締
役
）に
よ

る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
村
さ
ん
は
、
現
在
三
重
県
で
結
婚
式
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
業
の
傍
ら
、年
間
3
0
0
回
以
上
の
講
演
活
動
や
、若
者
た
ち
を
集
め
て

の
農
業
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、講
演
で
は
こ
れ
ま
で
の
自
身
の
経
験
を
交

え
な
が
ら
、人
生
に
お
け
る
人
と
の
出
会
い
の
大
切
さ
や
、仕
事
に
対
す
る
姿
勢
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
述
べ
ま
し
た
。

　

11
月
20
日（
日
）に
は「
記
念
は
た
の
う
祭
」の
一
般
公
開
と
し
て
、は
た
の
う
市
場

の
拡
大
版
や
文
化
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、野
菜
、園
芸
作
物
や
豚
肉
加
工
品
な
ど
の

販
売
に
大
勢
の
人
々
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

福
島
県
高
校
生 

来
市
　

　

11
月
３
〜
６
日
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
福
島
県

の
高
校
生
で
つ
く
る
朗
読
の
会
の
メ
ン
バ
ー
４
名
が
本
市

を
訪
れ
ま
し
た
。（
引
率
教
諭
同
行
）
幡
多
高
校
生
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
が
６
月
に
受
賞
し
た「
焼
津
平
和
賞
」の
賞
金
で
招

待
し
た
も
の
。

　

震
災
か
ら
の
復
興
を
願
っ
た
詩
「
た
ね
ま
き
う
さ
ぎ
」

（
福
島
県
の
吾
妻
山
の
麓
が
春
に
な
る
と
雪
が
解
け
、う
さ

ぎ
の
形
に
な
る
）
を
宿
毛
工
業
高
校
生
全
員
の
前
で
朗
読

し
た
ほ
か
、市
内
の
高
校
生
ら
と
も
交
流
し
ま
し
た
。

　

11
月
４
日
に
は
田
中
市
長
が
表
敬
訪
問
を
受
け
、
懇
談

を
し
ま
し
た
。

 

記念式典（18日）

記念はたのう祭（20日）

西
部
地
区
知
的
障
害
者
施
設
交
流
会 

ピ
ア
・
ふ
れ
あ
い
21

　　

11
月
19
日
、
安
並
運
動
公
園
で
高
知
県
西
部
の
知
的
障

害
者
施
設
交
流
会
「
ピ
ア
・
ふ
れ
あ
い
21
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
幡
多
地
域
と
四
万
十
町
、
中
土
佐
町
か
ら
約

5
0
0
人
が
集
ま
り
、交
流
、親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

日
常
で
は
施
設
の
中
で
暮
ら
す
こ
と
の
多
い
障
害
者
の

人
々
が
、
土
佐
中
村
一
條
太
鼓
や
県
立
中
村
中
学
高
等
学

校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
屋
外
で
は
各
施
設
で
製
造
し
て
い
る
食
料
品
や

衣
服
の
即
売
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
を
も
つ
人
自
身
も
販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一

般
来
場
者
と
の
交
流
も
進
ん
で
い
ま
し
た
。

11
18(金)

20 (日)

11
19(土)

〜

平
成
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年
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第
4
回 

西
土
佐
産
業
祭
　

　

11
月
20
日
（
日
）
、「
届
け
よ
う
西
土
佐
か
ら
元
気
を
!!
」

の
テ
ー
マ
で
西
土
佐
産
業
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
西
土
佐
中
学
校
で
は
、
農
林
水
産
物
の
品
評
会

や
、
商
工
製
品
の
展
示
、
各
種

グ
ル
ー
プ
、団
体
に
よ
る
実
演
、

即
売
な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。体
育
館
前
の
メ
イ
ン

通
り
で
は
、
地
産
地
消
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
地
元
産
品
を

使
っ
た
加
工
食
品
の
販
売
や

新
鮮
野
菜
の
販
売
等
、数
多
く

の
出
店
が
あ
り
、会
場
を
訪
れ

た
多
く
の
人
々
が
、西
土
佐
の

味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、中
組
集
落
と
高
知
大

学
学
生
が
協
働
し
て
出
店
し

た
「
ふ
わ
ふ
わ
と
う
ふ
」
の
無

料
試
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、多
く

の
方
が
試
食
に
並
び
、地
元
な

ら
で
は
の
手
づ
く
り
と
う
ふ

を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
地
元
の
人
た
ち

の
野
外
ラ
イ
ブ
、
西
土
佐
中

学
校
生
徒
の
吹
奏
楽
、
青
年

団
の
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
や
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
少
年
・
一

般
の
野
球
、
３
試
合
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

他
に
も
津
野
川
小
学
校
児

童
が
農
園
で
田
植
え
か
ら
取

り
組
ん
だ
も
ち
米
や
芋
な
ど

の
販
売
も
行
っ
て
お
り
、
今

回
も
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
る

姿
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

西
土
佐
地
域
の
元
気
あ
ふ

れ
る
産
業
・
団
体
を
地
域
内

外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
と

な
っ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

11
20

(日)

農
林
産
物
展
示
品
評
会

（
最
優
秀
賞
の
み
掲
載
・
敬
称
略
）

高
知
県
知
事
賞

　

く
り
の
部
　

竹
﨑
裕
美
（
用
井
）

高
知
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
長
賞

　

米
穀
の
部
　

安
藤
隆
雄
（
江
川
）

高
知
県
園
芸
農
業
協
同
組
合
連
合
会
長
賞

　

ユ
ズ
の
部
　

高
田
昭
男
（
大
宮
）

高
知
は
た
農
業
協
同
組
合
長
賞
（
野
菜
4
品
目
）

　

大
根
の
部
　

竹
村
二
三
江
（
長
生
）

　

か
ぶ
の
部
　

篠
田
英
也
（
西
ケ
方
）

　

葉
菜
の
部
　

岡
村
壽
（
津
野
川
）

　

そ
の
他
野
菜
の
部
　

土
居
隆
夫
（
半
家
）

四
万
十
川
西
部
漁
協
組
合
長
賞

　

干
し
あ
ゆ
の
部
　

中
脇
篤
志
（
長
生
）

幡
多
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
賞
所
長

　

加
工
食
品
の
部
　

山
﨑
清
子
（
江
川
﨑
）

四
万
十
市
西
土
佐
商
工
会
長
賞

　

手
工
芸
品
の
部
　

遠
地
枝
三
（
藤
ノ
川
）

遊楽ふわふわ試食コーナー
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11
月
５
日
、
土
佐
史
談
会
（
会
長
・
高
橋
正
）
バ
ス

ツ
ア
ー
「
中
村
歴
史
散
歩
」
の
一
行
を
高
知
市
か
ら

迎
え
ま
し
た
。参
加
者
は
史
談
会
会
員
に
一
般
の
歴

史
愛
好
者
を
加
え
た
43
名
。

　

案
内
、説
明
役
は
史
談
会
の
地
元
会
員
澤
田
勝
行

さ
ん
（
幡
多
支
部
長
）
と
東
近
伸
さ
ん
。
不
破
八
幡

宮
、渡
川
合
戦
古
戦
場
、中
村
城
跡
石
垣
、一
條
教
房

公
墓
、山
内
奉
行
所
跡
、安
岡
良
亮
邸
跡
、樋
口
真
吉

邸
跡
、
幸
徳
秋
水
墓
な
ど
を
歩
き
、
最
後
は
秋
水
資

料
室（
市
立
図
書
館
）を
案
内
し
ま
し
た
。

　

中
村
は
全
国
で
も
め
ず
ら
し
い
、
戦
国
時
代
（
中

世
）
の
町
割
り
や
史
跡
を
残
す
町
で
あ
り
、
一
同
歴

史
の
重
み
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
い
ま
し
た
。

　

中
心
市
街
地
商
店
街
の
「
四
万
十
玉
姫
の

会
」
が
、
子
ど
も
向
け
の
玉
姫
様
の
紙
芝
居
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

一
條
房
冬
に
嫁
い
だ
玉
姫
の
生
涯
を
紹
介

し
た
紙
芝
居
上
演
は
、
こ
れ
ま
で
も
小
学
校
や

商
店
街
な
ど
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、歴
史
用

語
や
言
葉
の
表
現
な
ど
は
子
ど
も
た
ち
が
理

解
す
る
に
は
難
し
く
、

も
っ
と
分
か
り
や
す
い

も
の
を
と
い
う
こ
と
で

新
た
に
作
っ
た
も
の
で

す
。

　

紙
芝
居
の
お
披
露
目

と
し
て
「
玉
姫
様
感
謝

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
　

時
　

12
月
22
日（
木
）
　

　
　
　
　
　

14
時
〜 

紙
芝
居
上
演

　
　
　
　
　

14
時
30
分
〜 

絵
手
紙
教
室

　
　
　
　

23
日（
金
）

　
　
　
　
　

14
時
〜 

紙
芝
居
上
演

　
　
　
　
　

14
時
30
分
〜 

新
聞
エ
コ
バ
ッ
ク
教
室

場
　

所
　

い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
市
場（
一
条
通
）

　

見
に
来
て
く
れ
た
人
に
は
、
年
末
ま
で
商
店

街
で
利
用
で
き
る
「
お
楽
し
み
ク
ー
ポ
ン
券
」

を
進
呈
し
ま
す
。

土
佐
史
談
会 

中
村
歴
史
散
歩

一條教房公墓

西小路氏土居跡

中
村
小
京
都
ま
ち
な
み
景
観
づ
く
り
表
彰

玉
姫
様
感
謝
ま
つ
り

　

「
土
佐
の
小
京
都
中
村
」
の
ま
ち
な
み
づ
く
り
を
魅
力
的
な
も
の

と
す
る
た
め
、
優
れ
た
景
観
形
成
に
貢
献
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

建
築
物
、工
作
物
、団
体
な
ど
を
表
彰
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
推
薦
、ま
た
は
建
築
主
、
設
計
者
、
施
工
者
か
ら
の

積
極
的
な
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　

（
本
庁
）
都
市
整
備
課 

計
画
係
　

☎
（
3
4
）
1
7
8
2

【
問
い
合
わ
せ
先
】

四
万
十
玉
姫
の
会 

篠
川（
喫
茶
ウ
オ
ッ
チ
）

 

☎（
3
4
）5
7
9
6

■
選
考
基
準

　

原
則
と
し
て
道
路
な
ど
の
公
共
の

場
所
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
ち
な

み
づ
く
り
対
象
区
域
内
の
下
記
部
門

別
に
該
当
す
る
も
の

　

（
１
）建
築
物
部
門

　

（
２
）構
造
物
部
門

　

（
３
）ま
ち
な
み
景
観
活
動
部
門

　

各
部
門
の
詳
細
な
選
考
基
準
は
、
推

薦
、応
募
用
紙
に
添
付
し
て
い
ま
す
。

■
推
薦
・
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

都
市
整
備
課
計
画
係
へ
提
出
ま
た
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

推
薦
・
応
募
用
紙
は
市
役
所
１
階
案

内
と
５
階
都
市
整
備
課
窓
口
に
あ
り

ま
す
。

■
推
薦
・
応
募
締
切

　

平
成
24
年
1
月
13
日

※

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

対象区域：京町通周辺から西へ為松公園、大橋通

から北へ後川に至る区域及び一条通商店街沿い
平成22年度 表彰家屋 　居酒屋 千里 
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10
月
17
日
〜
11
月
16
日

10
月
17
日
　

中
村
小
学
校
２
年
生
と
の
懇
談

　
　

19
日
　

国
道
4
4
1
号
お
よ
び
国
道
3
2
1
号
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
高
知
県
要
望（
高
知
市
）

　
　

20
日
　

中
村
小
学
校
校
舎
改
築
工
事
起
工
式

　
　
　
　
　

T
P
P
反
対
高
知
県
民
集
会（
高
知
市
）

　
　

22
日
　

福
祉
ふ
れ
あ
い
合
同
運
動
会

　
　
　
　
　

四
万
十
う
ま
い
ち
や
フ
ェ
ス
タ

　
　

23
日
　

三
つ
又
ぎ
ん
な
ん
祭
り

　
　

24
日
　

東
山
区
長
会
要
望
受

　
　

27
日
　

四
国
市
長
会
議（
観
音
寺
市
）

　
　
　
　
　

徳
島
大
学
医
学
部
訪
問（
徳
島
市
）

　
　

28
日
　

四
万
十
国
有
林
野
市
町
村
長
有
志
協
議
会

　
　
　
　
　

市
民
病
院
を
守
る
会
懇
談
会

　
　

30
日
　

外
に
と
び
だ
せ
運
動
会

　
　

31
日
　

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会

11
月
１
日
　

県
戦
没
者
追
悼
式
、食
の
大
商
談
会（
高
知
市
）

　
　

２
日
　

西
土
佐
半
家
天
満
宮
秋
祭
り

　
　

３
日
　

具
同
地
区
運
動
会
、西
土
佐
本
村
地
区
敬
老
会

　
　

４
日
　

四
万
十
市
・
土
佐
清
水
市
観
光
団
体
要
望
受

　
　
　
　
　

福
島
県
高
校
生
表
敬
訪
問
受

　
　
　
　
　

幡
多
三
市
議
会
議
員
意
見
交
換
会

　
　

６
日
　

市
民
総
合
体
育
祭
開
会
式
、菊
花
展
表
彰
式

　
　

８
日
　

幡
多
法
人
会
提
言
書
受

　
　
　
　
　

東
か
が
わ
市
議
会
視
察
対
応

　
　

９
日
　

岡
山
県
井
原
市
議
会
視
察
対
応

　
　
　
　
　

庁
舎
総
合
防
災
訓
練

　
　

10
日
　

長
野
県
議
会
視
察
対
応

　
　
　
　
　

敷
地
老
人
ク
ラ
ブ
懇
談
会

　
　
　
　
　

高
知
県
市
町
村
環
境
行
政
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　

四
国
電
力
街
路
灯
寄
贈
式

　
　

11
日
　

全
国
国
保
地
域
医
療
学
会
〜
12
日（
高
知
市
）

　
　

12
日
　

高
知
大
学
連
携
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
同
）

　
　

13
日
　

幡
多
中
央
消
防
連
合
会
総
合
訓
練（
黒
潮
町
）

　
　
　
　
　

中
村
南
小
学
校
創
立
30
周
年
記
念
祝
賀
会

　
　

14
日
　

国
道
4
4
1
号
整
備
期
成
同
盟
、四
万
十
川

　
　
　
　
　

改
修
期
成
同
盟
国
交
省
・
国
会
議
員
要
望
〜

　
　
　
　
　

15
日（
東
京
都
）

　
　

15
日
　

ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
協
力
企
業
訪
問（
同
）

　
　
　
　
　

京
都
高
知
県
人
会
総
会（
京
都
市
）

　
　

16
日
　

市
民
病
院
経
営
コ
ン
サ
ル
打
合
せ（
大
阪
市
）

　
　
　
　
　

シ
ー
ザ
ル
宮
原
伸
二
先
生
訪
問（
岡
山
市
）
　

　

11
月
14
、
15
日
は
、
国
道
４
４
１
号
整
備
促

進
（
中
村
―
西
土
佐
）
お
よ
び
四
万
十
川
改
修

期
成
同
盟
会
の
要
望
の
た
め
に
上
京
。国
土
交

通
省
の
ほ
か
、地
元
選
出
国
会
議
員
に
対
し
要

望
書
を
手
渡
し
、地
元
の
実
情
を
強
く
訴
え
ま

し
た
。
合
間
に
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
で
支
援

を
も
ら
っ
て
い
る
日
清
食
品
本
社
に
も
お
礼

に
訪
問
。

　

15
日
は
、
そ
の
ま
ま
新
幹
線
で
京
都
へ
。
夜

の
京
都
高
知
県
人
会
総
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

尾
﨑
知
事
、
山
田
啓
二
京
都
府
知
事
（
全
国
知

事
会
長
、元
高
知
県
財
政
課
長
）も
同
席
。私
は

挨
拶
で
、中
村
は
約
５
５
０
年
前
に
一
條
家
を

迎
え
て
以
降
、
京
都
と
は
深
い
ご
縁
が
あ
り
、

小
京
都
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
来
年
11
月
（
い

ち
じ
ょ
こ
さ
ん
）に
は
全
国
京
都
会
議
を
開
く

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
。こ
れ
ま
で
以
上
に
絆
を
強

め
た
い
と
訴
え
ま
し
た
。
　

　

高
知
県
人
会
近
畿
連
合
会
か
ら
出
席
を
し

て
い
た
大
阪
、
神
戸
、
尼
崎
な
ど
の
旧
知
の
幹

部
と
も
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

16
日
は
、市
民
病
院
が
契
約
を
し
て
い
る
大

阪
の
医
療
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
打
ち
合

わ
せ
を
し
た
あ
と
、
岡
山
で
途
中
下
車
。
宮
原

伸
二
先
生
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

宮
原
先
生
は
１
９
８
４
年
か
ら
９
５
年
ま

で
の
11
年
間
、西
土
佐
村
診
療
所
長
で
し
た
。

　

宮
原
先
生
に
よ
れ
ば
、
医
療
と
は
「
医
学
と

い
う
科
学
に
支
え
ら
れ
た
、医
療
従
事
者
と
患

者
、
住
民
と
の
共
同
作
業
、
住
民
の
幸
せ
を
願

う
総
合
的
な
活
動
」
で
あ
り
、
こ
の
考
え
方
に

基
づ
き
、村
内
各
地
区
に
保
健
推
進
委
員
会
を

結
成
し
、住
民
主
体
に
よ
る
保
健
予
防
活
動
を

強
力
に
指
導
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

主
体
で
あ
る
べ
き
住
民
の
高
齢
化
が
進
む

今
で
は
、そ
の
活
動
は
困
難
さ
を
増
し
て
い
ま

す
が
、
先
生
が
残
し
た
「
医
の
心
」
は
、
西
土
佐

に
し
っ
か
り
と
根
付
い
て
い
ま
す
。

　

宮
原
先
生
は
、
そ
の
後
、
岡
山
県
倉
敷
市
の

川
崎
医
療
福
祉
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
と
っ
た

あ
と
、
２
０
０
１
年
、
独
自
の
理
念
に
基
づ
く

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
総
合
ケ
ア
シ
ー
ザ
ル
」
を
岡
山

市
内
に
設
立
。ケ
ア
プ
ラ
ン
策
定
、訪
問
看
護
・

介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
イ
ホ
ー
ム
、
住
宅
型

有
料
老
人
ホ
ー
ム
、保
健
福
祉
学
習
活
動
な
ど
、

一
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

理
想
は
「
こ
れ
ぞ
在
宅
支
援
」
と
い
え
る
よ

う
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
す
。

　

宮
原
先
生
は
１
９
４
２
年
生
ま
れ
で
、す
で

に
69
歳
。若
い
情
熱
を
注
ぎ
込
ん
だ
秋
田
県
や

西
土
佐
で
の
経
験
を
通
し
て
、現
在
の
活
動
に

到
っ
た
こ
と
、「
美
し
く
安
ら
か
に
死
ぬ
こ
と

が
で
き
れ
ば
、そ
こ
に
人
間
と
し
て
の
幸
せ
が

あ
る
」
、「
よ
り
よ
い
死
は
、
よ
り
よ
く
生
き
る

こ
と
」（
著
書
『
美
し
く
死
ぬ
』
）
、
初
め
て
会
う

私
に
対
し
て
、
淡
々
と
、
医
師
と
し
て
の
い
ま

の
境
地
を
語
り
、施
設
内
も
丁
寧
に
案
内
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

「
支
え
、
支
え
ら
れ
、
咲
か
せ
よ
う
、
ゆ
と
り

の
花
を
」。シ
ー
ザ
ル
で
は
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

こ
と
を
デ
イ
ホ
ー
ム
と
言
っ
て
い
ま
す
。職
員

に
ユ
ニ
ホ
ー
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
。み
ん
な
同
じ

家
族
だ
か
ら
で
す
。

　

い
ま
四
万
十
市
は
、い
の
ち
を
守
り
育
む
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。保
健
・
医
療
・

福
祉
の
連
携
事
業
と
は
、
市
民
の
健
康
増
進
、

病
気
予
防
、
福
祉
対
策
な
ど
、
市
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
た
「
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
」
取

り
組
み
で
す
。
　

　

い
ま
の
西
土
佐
の
状
況
や
、市
民
病
院
の
問

題
等
に
つ
い
て
も
、宮
原
先
生
に
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。シ
ー
ザ
ル
の
取
り
組
み
は
、

本
市
の
め
ざ
す
べ
き
方
向
性
を
示
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
ご
指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス
、

交
流
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

大
変
有
意
義
な
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、『
住
民
力
で
地
域
医
療
―
医
師
・
宮
原

伸
二
の
軌
跡
』（
最
所
久
美
子
著
、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
）が
昨
年
、出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。副
題
は

「
医
療
と
福
祉
を
超
え
て
暮
ら
し
を
拓
く
」
で

す
。一
読
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

宮
原
伸
二
先
生

日 

誌

市
長
談
話
室

市
長
談
話
室

宮原伸二先生と（シーザルにて）
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市教委だより

新聞紙1枚で、いろんなことができるよせぇ～の!じゃ～んけ～んポイ!

大
勢
で
に
ぎ
わ
っ
た

「
中
小
祭
」

　

11
月
5
日（
土
）の
午
後
、本
校
体
育
館
で「
中
小
祭
」を
行
い
ま

し
た
。

　

本
校
は
、例
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
で
６
月
に「
親
子
七
夕
祭
」を
行
っ

て
お
り
、子
ど
も
た
ち
も
こ
の
行
事
を
楽
し
み
に
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、今
年
は
校
舎
改
築
の
年
に
当
た
り
、実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、Ｐ
Ｔ
Ａ
文
化
部
が
親
子
七
夕
祭
り
に
代
わ
る
、何
か

子
ど
も
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
と
企
画
し
、Ｐ
Ｔ
Ａ

市
民
祭
部
も
出
店
に
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。最
初
は
、

集
ま
っ
て
く
れ
る
か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、た
く
さ
ん
の

人
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、体
育
館
の
中
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
、輪
投
げ
、チ
ョ
ロ

Ｑ
レ
ー
ス
、三
角
く
じ
な
ど
の
遊
び
や

ジ
ュ
ー
ス
、わ
た
菓
子
、ア
イ
ス
ク
リ

ン
な
ど
の
食
べ
物
な
ど
た
く
さ
ん
の

出
店
が
あ
り
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は

祭
り
気
分
に
浸
り
、家
族
や
友
達
と
の

ふ
れ
あ
い
の
中
、楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
と
し
て

「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
ク
ス
」代
表
の
鈴
木

秀
司
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を

設
け
ま
し
た
。鈴
木
さ
ん
は
、棒
高
跳

び
ア
ジ
ア
選
手
権
３
位
の
実
績
を
持

ち
、「
ス
ポ
ー
ツ
で
高
知
を
元
気
に
す

る
」を
理
念
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。だ
れ
で
も
気
軽
に
体
を
動

か
し
、楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
じ
ゃ
ん

け
ん
や
、新
聞
紙
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
に
、

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

中村小学校

5 （土）

11

権
谷
収
穫
祭

芋
の
収
穫

大川筋中学校

　

本
校
で
は
、「
生
き
る
力
を
養
う
」た
め
に
、

総
合
学
習
で
タ
マ
ネ
ギ
と
芋
の
栽
培
の
体
験

学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
学
習
は
、地
元

の
伊
与
田
さ
ん
の
畑
を
お
借
り
し
て
、伊
与
田

さ
ん
の
指
導
の
も
と
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、6
月
3
日（
金
）
に
全
校
生
徒
13

名
で
芋
の
苗
植
え
を
し
ま
し
た
。
1
年
生
に
と

っ
て
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
芋
の
つ
る

の
長
さ
を
目
安
に
間
隔
を
置
い
て
植
え
る
こ

と
を
教
え
て
も
ら
い
、何
と
か
植
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

植
え
て
か
ら
月
日
が
た
ち
、10
月
25
日

（
火
）に
伊
与
田
さ
ん
か
ら
周
り
の
畑
が
イ
ノ

シ
シ
に
荒
ら
さ
れ
て

い
る
と
の
連
絡
を
も

ら
い
、
確
認
す
る
と

本
校
の
芋
畑
も
荒
ら

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

次
の
朝
、ま
た
確

認
す
る
と
昨
日
よ
り

も
ひ
ど
い
状
態
に
な

っ
て
い
た
の
で
、26

日（
水
）に
芋
の
収
穫

作
業
を
決
行
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

荒
ら
さ
れ
た
割
に

は
、
収
穫
が
多
く
あ

り
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

早
速
、
次
の
日
に
数

個
を
芋
天
に
し
て
、

お
い
し
く
食
べ
ま
し

た
。

大きいのあるかなぁ～早く食べたいな

本村小学校

26（水）10

22（土）10

　

10
月
22
日（
土
）、権
谷
せ
せ
ら
ぎ
交
流
館

で
開
催
さ
れ
た「
第
15
回
権
谷
収
穫
祭
」に
、

本
村
小
学
校
の
全
校
児
童
33
名
が
、今
年
も

み
ん
な
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
収
穫
祭
は
権
谷
小
学
校
が
閉
校
に
な

る
前
か
ら
地
域
の
人
と
学
校
が
い
っ
し
ょ
に

取
り
組
ん
で
き
た
行
事
の
一
つ
で
、本
村
小

学
校
で
は
権
谷
せ
せ
ら
ぎ
交
流
館
を
中
心
と

し
た
地
域
の
人
や
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
お
世

話
を
い
た
だ
き
、毎
年
楽
し
く
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

収
穫
蔡
で
は
、ま
ず
地
域
の
人
と
一
緒
に

お
餅
つ
き
や
お
寿
司
つ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
子
ど
も
神

輿
と
牛
鬼
で
会
場
を

盛
り
上
げ
、学
校
で

練
習
を
し
て
き
た
、

合
唱
、リ
コ
ー
ダ
ー

演
奏
、ダ
ン
ス
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、西
土
佐

中
音
楽
部
の
演
奏
や

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

あ
り
、お
昼
に
は
み

ん
な
で
一
緒
に
朝
作

っ
た
お
寿
司
や
豚
汁
、

ぜ
ん
ざ
い
な
ど
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

収
穫
蔡
の
最
後
に

は
、お
楽
し
み
抽
選

会
と
お
餅
投
げ
を
し

て
い
た
だ
き
、と
っ

て
も
楽
し
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

練習したダンスで盛り上げます地元の人とお寿司つくり
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11
月
13
日（
日
）、中
村
南
小
学
校
で
創
立
30

周
年
を
迎
え
た
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ

は
、
区
長
、
民
生
委
員
な
ど
地
域
の
人
々
や
、

P
T
A
役
員
ら
に
よ
っ
て
今
年
3
月
に
立
ち

上
げ
ら
れ
た「
創
立
30
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
」
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
す
。
会
場
と
な

っ
た
体
育
館
に
は
、全
校
児
童
と
そ
の
保
護
者

の
ほ
か
に
、市
関
係
者
や
歴
代
の
校
長
・
教
頭
・

P
T
A
会
長
、学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
ら

大
勢
の
来
賓
の
方
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

第
1
部
の
記
念
式
典
で
は
、創
立
30
周
年
記

念
事
業
の
経
過
報
告
や
、来
賓
の
方
々
の
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、
創
立
以
来
、
教
育
の
充

実
・
発
展
等
に
長
年
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
方
、

顕
著
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
5
名
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
2
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、児
童
会

前
期
会
長
の
有
田
朱
里
さ
ん
が
「
私
の
宝
物
」
、

後
期
会
長
の
檜
尾
真
由
さ
ん
が「
30
周
年
を
む

か
え
て
」と
題
し
て
創
立
30
周
年
を
迎
え
た
自

身
の
学
び
舎
に
寄
せ
る
想
い
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
児
童
音
楽
発
表
と
し
て
、
全
校
児
童

に
よ
る
合
唱「
四
万
十
川
」を
は
じ
め
、各
学
年

に
よ
る
合
唱
や
、
力
強
い
和
太
鼓
の
演
奏
、
鼓

笛
隊
と
4
年
生
に
よ
る
「
八
木
節
」
の
演
奏
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
卒
業
生
発
表
と
し
て
、第
27
期
卒
業

生
の
宗
崎
勇
都
さ
ん
に
よ
る
日
本
舞
踊
の
披

露
と
、第
29
期
卒
業
生
の
大
杉
勇
喜
さ
ん
に
よ

る
三
味
線
の
演
奏
が
行
わ
れ
、そ
の
優
雅
な
舞

と
迫
力
あ
る
演
奏
に
、会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
沸
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

第
3
部
で
は
、『
四
万
十
川
国
際
音
楽
祭

2
0
1
1
』
の
一
環
と
し
て
、
中
村
交
響
楽
団

に
よ
る
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
村
南
小
学
校
鼓
笛
隊
と
の「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ

ト
」
の
合
同
演
奏
に
続
い
て
、
交
響
曲
第
５
番

「
運
命
」
や
「
白
鳥
の
湖
」
な
ど
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

名
曲
、
子
ど
も
た
ち
に
な
じ
み
の
あ
る
「
ト
ト

ロ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
の
演
奏
の
後
、
締
め
く
く

り
と
し
て
、中
村
交
響
楽
団
の
演
奏
に
あ
わ
せ

て
、
全
校
児
童
と
参
会
者
全
員
に
よ
る
合
唱

「
ふ
る
さ
と
」の
歌
声
が
会
場
全
体
に
響
き
、記

念
す
べ
き
節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
式
典
と
な
り

ま
し
た
。

中
村
南
小
学
校

創
立
30
周
年
記
念
式
典

　

10
月
7
日
（
金
）、
濱
田
龍
男
さ
ん
が「
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
」
と
し
て
文
部
科
学
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
中
村
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
を
起

点
と
し
て
、
永
年
水
泳
指
導
に
情
熱
を
注
が

れ
、高
知
県
水
泳
連
盟
・
四
万
十
市
体
育
協
会

の
要
職
を
歴
任
し
、
青
少
年
の
育
成
は
も
と

よ
り
、数
々
の
優
秀
選
手
、指
導
者
を
輩
出
す

る
な
ど
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

濱
田
さ
ん
は
受
賞
の
感
想
に
つ
い
て
「
皆

さ
ん
に
祝
っ
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て
い
ま

す
。昔
は
、竹
筒
で
手
作
り
の
コ
ー
ス
ロ
ー
プ

を
川
に
浮
か
べ
泳
い
だ
。
水
泳
一
筋
、48
年
間

指
導
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
は
皆
さ
ん
の

お
か
げ
。
体
力
の
続
く
限
り
続
け
て
行
き
た

い
」と
今
後
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

濱
田
龍
男
さ
ん
（
水
泳
指
導
者
）
　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
受
賞

濱
田
龍
男
さ
ん
（
水
泳
指
導
者
）
　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
受
賞

濱
田
龍
男
さ
ん
（
水
泳
指
導
者
）
　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
受
賞

中村幼稚園 平成24年度園児募集

　本園では「豊かな心 学ぶ力」の育成を目標とし、100名余りの子どもたちが学び合っています。また、満3歳に
なった時点で随時入園できます。　
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注）女性特有のがん検診推進事業の無料クーポン券対象の女性に限ります。（６月に個人通知しています）

【問い合わせ先】（本庁）保健介護課 0(34)1115　（総合支所）保健課 0(52)1132 

　
　

特
定
健
診（
生
活
習
慣
病
健
診
）の

　
　

集
団
健
診（
ひ
ろ
い
分
）を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、今
年
度
最
後
の
特
定
健
診
の
集
団
健
診
を
左
記
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

積
極
的
に
受
診
し
、み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、今
回
も
土
曜
日
に
実
施
し
ま
す
の
で
、平
日
に
受
診
で
き
な
い
人
も
ぜ
ひ

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

日
　
　

程
　

12
月
17
日（
土
）

受
付
時
間
　

9
時
30
分
〜
10
時
30
分（
対
象
地
区：

中
村
、東
山
、具
同
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分（
対
象
地
区：

右
記
以
外
の
地
区
）

場
　
　

所
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー 

1
階 

大
会
議
室

対 

象 

者
　

市
の
国
保
加
入
者
お
よ
び
協
会
け
ん
ぽ
等
加
入
の
被
扶
養
者
で
40
歳

　
　
　
　
　

以
上
の
人

　
　
　
　
　

（
4
月
以
降
に
送
付
し
た
受
診
券
を
使
用
し
て
健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
）

健
診
料
金
　

1
3
0
0
円（
65
歳
以
上
は
無
料
）

注
意

　

特
定
健
診
受
診
時
に
は
、受
診
券
と
保
険
証
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
、以
前
に
送

付
し
た
受
診
券
を
使
用
し
て
受
診
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、必
要
な
書
類

（
以
前
送
付
し
た
封
筒
一
式
）を
持
参
し
、健
診
会
場
ま
で
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

受
診
券
等
を
紛
失
し
て
い
る
場
合
は
、左
記
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
1
月
31
日
ま
で
の
受
診
期
限
で
、医
療
機
関
で
の
受
診（
個
別
健
診
）も
可
能
で
す

　

の
で
、希
望
さ
れ
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
で
受
診
す
る
場
合
の
健
診
料：

2
3
0
0
円（
65
歳
以
上
は
無
料
）

※
健
診
結
果
に
よ
り
生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要
な
人
に
つ
い
て
は
、特
定
保
健
指
導

　

（
輝
く
カ
ラ
ダ
塾
）を
無
料
で
行
い
ま
す
。対
象
と
な
る
人
に
は
個
人
通
知
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
本
庁
）保
健
介
護
課
　

☎（
3
4
）1
1
1
5

事　　業　　名　

胃がん検診（未受診者対象）

定例健康相談

健康の集い

胃がん検診（未受診者対象）

特定健診結果説明会

ぴよっこクラブ（親子の集い）

乳児健診

特定健診結果説明会

健康の集い（食事会セット）

健康の集い

健康相談

乳がん検診　　注

出張健康相談

乳児健診

乳がん検診　　注

3歳児健診

月　 日

12月19日（月）

12月20日（火）

12月21日（水）

12月22日（木）

1月 5日（木）

1月 6日（金）

1月10日（火）

1月11日（水）

1月12日（木）

1月13日（金）

該当地区

中村・具同・東山

中村・具同・東山以外

八束

後川

個別通知

個別通知

時　　間

8:00～10:30

9:00～11:00

13:30～

8:00～10:30

10:00集合/13:30集合

9:30～11:30

12:50～13:30

10:00集合/14:00集合

11:00～

13:30～

13:30～15:00

9:00～11:00　13:00～15:00

9:00～11:00

12:50～13:30

9:00～11:00　13:00～15:00

12:50～13:30

場　　　所

市立文化センター

西土佐分署横

奥屋内下集会所

市立文化センター

防災センター

西土佐保健センター

市役所 3階 会議室

市立文化センター

西ヶ方集会所

奥屋内上集会所

市役所 1階 相談室

市立文化センター

JA高知はた西土佐支所

市役所 3階 会議室

市立文化センター

市役所 3階 会議室

121年に1度は健診を
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■
第
17
回 

市
民
病
院

　

糖
尿
病
セ
ミ
ナ
ー

「
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
教
室
」

【
申
込
受
付
】

　

市
民
病
院 

内
科
外
来（

3
4
）2
1
2
6

　

※
看
護
師
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
料
理
と
い
え
ば
、「
高
カ
ロ

リ
ー
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
制
限
の
あ
る
人
で
も
、
お

い
し
く
い
た
だ
け
る
料
理
を
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

12
月
10
日（
土
）
　

10
時
〜

　
　
　
　

（
受
付

９
時
30
分
〜
）

場
　

所
　

中
央
公
民
館
１
階

　
　
　
　

調
理
実
習
室

参
加
費
　

５
０
０
円（
材
料
代
）

定
　

員
　

20
人

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

10
時
〜
　

調
理
ス
タ
ー
ト

　

12
時
〜
　

試
食

　

13
時
　
　

終
了

持
っ
て
く
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、タ
オ
ル
、筆
記
用
具

■
幡
多
医
療
圏
を
支
え
る
市
民
病
院

　

の
役
割
発
揮
を
め
ざ
し
て

　

11
月
11
、12
日
、
第
51
回
全
国
国
保
地
域
医
療
学
会
が

高
知
市「
か
る
ぽ
ー
と
」で
開
か
れ
ま
し
た
。今
年
の
テ
ー

マ
は「
志
・
絆
・
扶（
た
す
け
あ
い
）」。全
国
か
ら
約
１
３
０

０
人
、本
市
か
ら
も
市
民
病
院
、西
土
佐
診
療
所
、保
健
介

護
課
等
の
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し
、地
域
医
療
や
病
院
経
営

の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
議
論
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

国
保
直
診
開
設
者
サ
ミ
ッ
ト「
開
設
者
の
本
音
と
決
意

〜
お
ら
ん
く
の
地
域
医
療
」
で
は
、
地
元
代
表
の
本
市
田

中
市
長
を
含
む
４
人
が
意
見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。田
中

市
長
の
発
表「
幡
多
医
療
圏
を
支
え
る
市
民
病
院
の
役
割

発
揮
を
め
ざ
し
て
」は
、以
下
の
と
お
り
で
す
。（
要
旨
）

　

四
万
十
市
は
幡
多
医
療
圏

（
人
口
約
10
万
人
）の
中
心
地
。

か
つ
て
は
圏
域
内
に
中
村
市

立
市
民
病
院
（
現
四
万
十
市

立
）と
２
つ
の
県
立
病
院（
西

南
、
宿
毛
）
が
鼎
立
。
地
域
医

療
を
支
え
て
き
た
が
、
平
成

11
年
、
県
立
病
院
が
統
合
し
、

宿
毛
市
に
幡
多
け
ん
み
ん
病

院（
３
５
５
床
）が
誕
生
し
て

か
ら
は
、け
ん
み
ん
病
院
の
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
が

明
確
に
な
っ
た
。

　

市
民
病
院（
現
在
97
床
）で
は
、新
医
師
臨
床
研
修
制
度

が
始
ま
っ
た
平
成
16
年
以
降
、大
学
か
ら
の
引
き
上
げ
に

よ
り
急
激
に
常
勤
医
師
が
減
少
し
、現
在
は
８
名
。

　

平
成
20
年
度
、病
院
経
営
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
市
議

会
で
の
議
論
が
高
ま
る
中
、市
民
病
院
改
革
プ
ラ
ン
を
策

定
。
内
容
は
、
独
立
採
算
を
徹

底
し
、経
営
形
態
の
見
直
し
も

視
野
に
入
れ
て
、今
後
財
政
投

入
は
行
な
わ
な
い
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

　

病
院
存
続
の
不
安
が
高
ま

る
中
、
平
成
21
年
、
新
た
に
市

長
に
就
任
し
た
私
は
、改
革
プ

ラ
ン
を
見
直
し
、病
院
を
存
続

さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
財
政

投
入
は
行
な
う
こ
と
を
明
記
。
現
在
の
診
療
科
目
は
、
内

科
、
外
科
、
整
形
外
科
、
脳
外
科
の
４
科
（
泌
尿
器
科
は
休

診
中
）
。
１
日
平
均
外
来
２
０
０
人
、
入
院
70
人
。
市
内
だ

け
で
な
く
、幡
多
全
域
か
ら
の
利
用
も
多
い
。

　

昨
年
か
ら
は
大
学
ル
ー
ト
以
外
か
ら
医
師
を
迎
え
、ま

た
地
元
医
師
会
や
国
立
高
知
病
院
等
か
ら
の
非
常
勤
医

師
派
遣
も
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、新
た
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

市
民
病
院
の
特
徴
は
、呼
吸
器
疾
患
治
療
、糖
尿
病
治
療
、

人
工
透
析
等
に
強
い
こ
と
や
、
脳
外
科
を
維
持
し
て
い
る

こ
と
。今
年
度
か
ら
、市
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
連
携
事
業
と

し
て
、
脳
ド
ッ
ク
（
市
が
費
用
の
８
割
を
補
助
）
を
開
始
し

た
と
こ
ろ
、す
ぐ
に
年
間
定
員
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

　

現
在
、
夜
間
救
急
は
幡
多

け
ん
み
ん
病
院
に
集
中
し
て

い
る
が
、
同
病
院
に
お
い
て

も
医
師
が
減
少
し
、
救
急
維

持
が
き
び
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
同
病
院
と
連
携
す
る

こ
と
に
よ
り
、
幡
多
の
地
域

医
療
を
支
え
る
市
民
病
院
の

役
割
が
発
揮
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

：
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■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）

と
は
、
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
の
特
許
が
切
れ

た
後
に
販
売
さ
れ
る
医
薬
品
で
、
新
薬
と
同

等
の
有
効
成
分
、
効
能
・
効
果
を
持
っ
て
い

ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬
に
比

べ
て
開
発
費
を
大
幅
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
か
ら
、
平
均
的
に
新
薬
よ
り
低
価

格
と
な
っ
て
お
り
、
切
り
替
え
る
こ
と
で
薬

代
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
治
療
内
容
に
よ
っ
て
は
新
薬

で
の
治
療
を
必
要
と
す
る
場
合
や
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
促
進
通
知
書
の

　

送
付

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
40
歳

以
上
の
被
保
険
者
の
う
ち
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
に
薬
代
の
自

己
負
担
額
が
一
定
軽
減
さ
れ
る
と
見
込
ま

れ
る
人
に
対
し
、
そ
の
差
額
通
知
を
本
年
3

月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
4

月
か
ら
6
月
ま
で
に
3
1
1
人
が
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
、
約
83
万
円
の

医
療
費
削
減
効
果
が
あ
っ
た
と
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え

に
よ
っ
て
、
被
保
険
者
の
自
己
負
担
額
の
軽

減
ば
か
り
で
な
く
、
国
保
財
政
の
改
善
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
場

　

合
は

　

受
診
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
の
主
治
医

や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
主

治
医
や
薬
剤
師
に
そ
の
意
思
を
伝
え
る
「
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
便
利
で
す
。（
希
望
カ
ー
ド

は
差
額
通
知
が
初
回
の
人
に
送
付
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
１
階
市
民
課
、
西
土
佐

総
合
支
所
住
民
課
に
も
あ
り
ま
す
）

　

医
療
費
削
減
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
利
用
と
普
及
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

国
保
係
　
　

0（
3
4
）1
1
1
4

（
総
合
支
所
）住
民
課 

住
民
国
保
係

0（
5
2
）1
1
1
1

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
ご
存
じ
で
す
か

　

高
知
県
民
の
40
歳
代
、50
歳
代
の
死
因
ト

ッ
プ
は
男
女
と
も
が
ん
に
な
り
ま
す
。
大
腸

が
ん
は
、
他
の
が
ん
と
同
様
に
特
に
働
き
盛

り
の
40
歳
代
か
ら
罹
患
率
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
大
腸
が
ん
の
治
癒
率
は
７
割
、

早
期
で
あ
れ
ば
９
割
以
上
が
完
治
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
早
期
の
が

ん
を
発
見
す
る
た
め
に
は
定
期
的
に
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
　
　
　

　

市
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
と

同
様
に
平
成
23
年
度
か
ら
新
た
に
大
腸
が
ん

検
診
の
無
料
検
診
を
開
始
し
ま
す
。
対
象
者

に
は
「
大
腸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」

と
「
大
腸
が
ん
無
料
検
診
手
帳
」
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
の
で
検
診
希
望
の
人
は
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
ク
ー
ポ
ン
券
有
効
期

限
は
平
成
24
年
2
月
29
日
ま
で
）

○
対
象
者
（
年
齢
は
前
年
度
を
基
準
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
齢 

　
　
　
　
　

生
年
月
日

40
歳  

昭
和
45
年
４
月
２
日
〜
昭
和
46
年
４
月
１
日

45
歳  

昭
和
40
年
４
月
２
日
〜
昭
和
41
年
４
月
１
日

50
歳  

昭
和
35
年
４
月
２
日
〜
昭
和
36
年
４
月
１
日

55
歳  

昭
和
30
年
４
月
２
日
〜
昭
和
31
年
４
月
１
日

60
歳  

昭
和
25
年
４
月
２
日
〜
昭
和
26
年
４
月
１
日

○
検
査
方
法

　

検
診
で
は
、
便
に
混
じ
っ
た
大
腸
か
ら
の

出
血
を
調
べ
る
「
便
潜
血
検
査
」
を
行
い
ま

す
。
２
日
分
の
採
便
が
必
要
で
す
が
、
自
宅

で
で
き
、
検
査
前
の
食
事
制
限
も
な
い
簡
単

な
検
査
で
す
。

　

採
取
し
た
便
は
指
定
し
た
日
時
、
場
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
検
査
の
結
果
は
後
日
、

再
検
査
の
必
要
な
人
の
み
２
週
間
以
内
に

通
知
し
ま
す
。

※
異
常
の
な
い
人
に
は
通
知
し
ま
せ
ん
。

○
申
込
方
法

　

大
腸
が
ん
検
診
に
は
「
検
査
キ
ッ
ト
」
が

必
要
で
す
。
検
査
キ
ッ
ト
の
申
し
込
み
は
左

記
の
方
法
で
受
け
取
り
ま
す
。

①
返
信
用
封
筒
に
「
申
込
書
」
と
「
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
」を
入
れ
返
送

　

↓
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

②
「
申
込
書
」
と
「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
持

参
し
市
窓
口
へ

　

↓
検
査
キ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。

③
「
申
込
書
」
と
「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
持

参
し
集
団
検
診
配
付
会
場
へ

　

↓
検
査
キ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
集
団
健
診
配
付
日
は
個
別
通
知
時
に
配

付
し
た
日
程
表
等
を
、
回
収
日
は
検
査
キ

ッ
ト
と
一
緒
に
お
渡
し
（
郵
送
）
す
る
日

程
表
等
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課 

0(

3
4)

1
1
1
5

（
総
合
支
所
）保
　

健
　

課 

0(

5
2)

1
1
3
2

大
腸
が
ん
検
診
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
！

国
民
健
康
保
険

か
ら
の

お
知
ら
せ

平
成
23
年
12
月
号
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市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
と
ご
み
減
量
の
た
め
、
マ
イ

バ
ッ
グ
の
持
参
を
推
進
し
、レ
ジ
袋
の
削
減
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
人
に
環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て

も
ら
う
た
め
に
、マ
イ
バ
ッ
グ
の
利
用
を
呼
び
か
け
る
こ
と

を
テ
ー
マ
と
し
た
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
作
品
を
見
て
、
思

わ
ず
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
、環
境
の
こ
と

を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
標
語
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

応
募
点
数
　

１
人
１
点

（
文
字
数
は
20
文
字
程
度
）

応
募
資
格
　

市
内
在
住
の
人

応
募
方
法

応
募
用
紙
ま
た
は
任
意
の
様
式
で
、作
品（
標
語
）と
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
は
市
役
所
本
庁
窓
口（
１
階 

総
合
案
内
、４
階 

環
境
生
活
課
）、西
土
佐
総
合
支
所
窓
口
に
あ
り
ま
す
。ま

た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

な
お
、
任
意
の
様
式
の
場
合
は
、
次
の
内
容
を
必
ず
記
載

し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※

作
品
（
標
語
）
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、
電
話

番
号
、職
業（
学
生
の
場
合
は
学
年
も
）

応
募
期
間
　

12
月
５
日（
月
）

　
　
　
　
　

〜
平
成
24
年
１
月
31
日（
火
）

　
　
　
　
　

※

当
日
消
印
有
効

審
査
お
よ
び
表
彰

（
１
）
審
査
は
、
四
万
十
市
、
四
万
十
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
、

四
万
十
市
レ
ジ
袋
削
減
推
進
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
構

成
す
る
審
査
会
で
行
い
、
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
を
選
定

し
ま
す
。受
賞
者
に
は
賞
状
お
よ
び
副
賞
が
あ
り
ま
す
。

○
最
優
秀
賞（
１
点
）副
賞

図
書
カ
ー
ド（
１
万
円
分
）

○
優
秀
賞（
３
点
）副
賞

四
万
十
市
産
野
菜
セ
ッ
ト

（
２
）審
査
の
結
果
は
、平
成
24
年
２
月
に
受
賞
者
に
通
知
し

ま
す
。

（
３
）表
彰
式
は
、平
成
24
年
３
月
に
行
う
予
定
で
す
。

作
品
展
示

　

懸
垂
幕
を
作
成
し
、
市
役
所
駐
車
場
で
掲
示
す
る
ほ
か
、

マ
イ
バ
ッ
グ
普
及
活
動
に
幅
広
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

そ
の
他

・
応
募
作
品
は
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
応
募
作
品
の
著
作
権
は
四
万
十
市
に
帰
属
し
ま
す
。

・
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
応
募
の
際
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
受
賞
者

の
発
表
な
ど
に
利
用
す
る
ほ
か
、
市
で
発
行
す
る
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

（
市
）環
境
生
活
課

　

〒
７
８
７-

８
５
０
１

　

四
万
十
市
中
村
大
橋
通
４-

10

　
　

☎（
３
５
）４
１
４
７

　
　

FAX（
３
４
）７
４
６
６

　
　

E
-m
a
il：
se
ik
a
tu
@
c
ity
.sh
im
a
n
to
.lg
.jp

マ
イ
バ
ッ
グ
の
利
用
推
進

標
語
を
募
集
し
ま
す
！

「
｣

「
高
知
県
い
い
歯
の
表
彰
」

　　

11
月
８
日
の「
い
い
歯
の
日
」を
記
念
し
、８
０
２
０
運
動

を
地
域
へ
情
報
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て「
平
成
23
年

度
高
知
県
い
い
歯
の
表
彰
　

親
と
子
の
部
・
熟
年
者
の
部
」

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。四
万
十
市
で
は
親
子
１
組
と
熟
年

者
５
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

親
と
子
の
部

　

平
成
22
年
度
県
内
で
実
施
さ

れ
た
３
歳
児
健
康
診
査
受
診
者

４
６
６
４
人
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
、
親
子
と
も
に
い
い
歯
の
持

ち
主
で
す
。

熟
年
者
の
部

　

80
歳
以
上
で
20
本
以
上
の
歯

を
お
持
ち
の
人
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
県
下
で
57
人
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

・
高
知
県
技
工
士
会
長
表
彰：

鎌
田
里
恵

・
８
０
２
０
推
進
財
団
理
事
長
表
彰：

　

安
光
久
美
子
、今
城
チ
ヨ
コ

・
優
良
者

：

桐
島
岩
尾

平
成
23
年
度

：

：

高知県歯科医師会表彰
今津浩美、美咲

高知県歯科医師会長表彰
稲田繁子平

成
23
年
12
月
号
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平
成
24
年
度

　

保
育
所
の
入
所
受
付
が

　
　

始
ま
り
ま
す

平
成
24
年
度

　

保
育
所
の
入
所
受
付
が

　
　

始
ま
り
ま
す

★
こ
ん
な
と
き
に
保
育
所
に
入
所
で
き
ま
す

　

保
護
者
が
働
い
て
い
た
り
、出
産
、病
気
な
ど
に
よ
り
ご
家
庭
で
の
保
育

が
十
分
で
き
な
い
場
合
に
、保
護
者
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
保
育
し
ま
す
。

問い合わせ先　（本庁）福祉事務所 保育所係 （34）1780　（総合支所）西土佐福祉分室（保健課内）（52）1132

※保育所、定員、保育目標は、12月1日現在のものですので、変更する場合があります。

平成24年度実施予定保育所一覧表

◇
申
込
方
法

　

所
定
の
入
所
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

※
入
所
申
込
書
は
12
月
12
日（
月
）よ
り
配
布
を
開
始
し
ま
す
。

◇
申
込
期
間（
4
月
入
所
）

　

平
成
24
年
１
月
10
日（
火
）〜
20
日（
金
）

　

※
5
月
以
降
の
入
所
に
つ
い
て
は
、前
月
15
日
を
締
切
と
し
て
随

　
　

時
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

◇
受
付（
配
布
）場
所
お
よ
び
時
間

平
　

日
　

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

保
育
所
係

　
　
　
　
　

（
総
合
支
所
）西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
12
時
、 

13
時
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　

（
各
保
育
所
）

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
16
時
30
分

土
曜
日
　

市
役
所
閉
庁
の
た
め
保
育
所
の
み
で
受
付

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
12
時

※
入
所
受
付
期
間
を
過
ぎ
て
も
随
時
受
付
は
行
い
ま
す
が
、申
し
込
み
状

　

況
に
よ
り
希
望
す
る
保
育
所
に
は
入
所
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

愛 育 園

も み じ

あ お ぎ

下 田

竹 島

古 津 賀

東 山

蕨 岡

大 用

川 登

利 岡

具 同

八 束

東 中 筋

中 筋

川　　　﨑

本 村

めぐみ乳児

ひかり乳幼児

中村東町3丁目1－27

中村四万十町2248－1

右山元町2丁目3－1－31

下田2260－1

竹島3318

古津賀1丁目120

安並1726

蕨岡甲6797

大用860－6

川登1040

利岡22－1

具同田黒1丁目11－46

間崎1483－7

楠島945－5

有岡2210

西土佐江川﨑225

西土佐江川826－1

具同田黒1丁目11－38

古津賀942

一人ひとりを大切にする保育

心も体も元気な子ども

かしこく、やさしく、たくましい子ども

意欲のある心豊かな子ども

心も身体も元気で楽しい仲間づくり

意欲的で根気強く心豊かな子ども

仲間と共に育ち合う心と身体づくり

地域の中で、共に育ち合える元気な心と体づくり

心身共に健康で、地域の中で共に育ち合える仲間づくり

仲間とともに生きる力を育てていこう

心身ともに健康で楽しい仲間づくり

かしこく、やさしく、たくましく育ち合う仲間

一人ひとりを大切に

一人ひとりに寄り添い、共に育ち合える保育

一人ひとりの子どもを大切にする

110

90

130

50

30

100

80

45

20

30

30

210

60

65

50

70

35

45

50

公立

公立

公立

公立

公立

公立

公立

公立

公立

公立

公立

公立

公立

公立

公立

公立

公立

私立

私立

満2歳～

満2歳～

満1歳6ヶ月～

満1歳6ヶ月～

満1歳6ヶ月～

満1歳6ヶ月～

満2歳～

満1歳6ヶ月～

満1歳6ヶ月～

満1歳6ヶ月～

満2歳～

満2歳～

満2歳～

満1歳6ヶ月～

満2歳～

満2歳～

満1歳～

生後4ヶ月～

生後3ヶ月～

（35）2514

（35）3734

（35）3582

（33）0133

（33）0746

（35）4886

（35）6472

（32）1031

（39）2413

（38）2416

（35）6664

（37）3826

（36）2401

（37）1133

（37）0085

（52）1277

（52）1281

（37）2121

（35）6605

保育所名 所在地 電話番号 定員 区分 募集開始年齢 保育目標

健康な心と体づくり、異年齢の交流をする中で思いやり
のある人を大切にする子ども

自分の気持ちを出しながら、仲間と共に楽しく活動でき
る子ども

一人ひとりの個性を大切にし、元気な心と体を育む
※0～2歳児の乳幼児保育園

地域、社会の中で愛し愛され育つ
※0～2歳児の乳幼児保育園

平
成
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年
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月
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～管理栄養士からのメッセージ～

作
り
方

（西土佐診療所 管理栄養士　篠田知佐）

①長芋は皮をむいてすりおろす。

②耐熱ボールにご飯、水、①を入れて、ふんわりとラップをかけ、電子

レンジ（600W）で4分加熱し、ミキサーにかける。

　これを２つに分けて、半分は水でといた食紅を少々加えて混ぜる。

③鍋にだし汁を入れて煮立て、塩としょうゆで調味し、混ぜ合わせた

Ａでとろみをつける。

　とき卵を細く流しいれ、卵が半熟状にかたまったら火を消す。

④器に水でぬらしたスプーンで②をすくい取って一口大に丸めて加

える。その上に③を注ぎ、ねぎを散らす。

栄養成分【１個分】

エネルギー：253kca l　　塩分：2.1g

【材料5個分】 

やわらか雑煮

　普通のおもちはのどに詰まる心配があるため、お年寄りには敬遠されがちで

すが、長芋を混ぜることによって、飲み込みやすいおもちになります。

　噛む力が弱い人には、軟らかいご飯を使うと仕上がりがより軟らかくなり、食

べやすくなります。逆に、歯ぐきでつぶす力や飲み込む力がある人には、長芋を

加えただけでも食べやすくなるので、ミキサーにかける必要はないと思います。

それぞれの噛む力、飲み込む力に合わせた形態に工夫すると良いでしょう。

■お正月にはおもちを食べる機会が増えますが、小さな子どもや、お年寄
　りが食べる時には注意が必要です。しかし、みんなで“同じものを食べた
　い”という思いはどのご家庭にもあると思います。
　今回はやわらかいおもちをご紹介します。お正月らしく、紅白にしてみ
　ませんか？

所要時間約30分

四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　　☎（３５）３７４８

保育所名 月　　日 駐車場時　間

※雨天の場合は中止です。園庭開放

その他の活動
ぴよちゃんクラブ　①② 〔節分製作〕

　新聞紙を使って　かわいいお豆入れを作るョ。　このお豆

入れはエコバックを応用して作ります。お楽しみに！！

時

場

①１月12日（木）、②13日（金）　9:30～11:30

子育て支援センター

人形劇を楽しもう

　保育士さんたちが、楽しい人形劇を見せてくれるよ。

時

場

1月11日（水）　9:30～11:30

子育て支援センター

クリスマスお楽しみ会

　歌ったり、踊ったり、おやつを食べたり・・・みんなで楽し

くクリスマスを過ごしましょう！サンタさん、プレゼント

を持って来てくれるかな？

　おやつを持って参加してね。

時

場

〔１、２、３歳児〕12月19日（月） 9：30～11：30

〔ぴよちゃんクラブ〕12月21日（水） 9：30～11：30
子育て支援センター

親子ふれあい活動　　1･2･3歳児対象

　お母さんと一緒に簡単なたこを作るよ♪　どんなたこがで

きるかな？　お庭で元気いっぱい飛ばそうね！

たこを飛ばそう①②③

時

場

1月10日（火）　9：30～11：30　

子育て支援センター

※初めて参加を希望する人は、準備などの都合があります

　ので、あらかじめご連絡ください。①など番号のついて

　いる活動は、各日程ごとにグループに分かれます。

育児相談
　子育てについて思っていること、悩んでいることなど気
軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所しての
相談にも応じます。
※第３木曜日は、家庭児童相談員による育児相談を行って
　います。　9:30～11:30

相談日／月～金曜日　9：30～11:30、13:00～17:00

愛 育 園

もみじ保育所

八 束 保 育 所

1月13日

12月20日

12月21日

金

火

木

9:30～10:30

10:00～11:00

9:30～10:30

なし

なし

数台分有

長芋 ……………………100g

ご飯 ……………………200g

水 ………………………大さじ2

食紅 ……………………少量

だし汁 …………………1と1/2カップ

塩・しょうゆ …………  各小さじ1/2

　　片栗粉 ……………小さじ2

　　水 …………………大さじ1

ねぎ ……………………10g

とき卵 …………………1個分

A
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浄
化
槽
設
置
補
助 

追
加
募
集

　

本
年
度
の「
四
万
十
市
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
費
補
助
金
」は
、予
算
額
に
到
達
し
た
こ

と
か
ら
申
請
受
付
を
終
了
し
て
い
ま
し
た
が
、

申
請
の
取
り
下
げ
（
２
件
）
が
あ
っ
た
た
め
、

再
度
受
付
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

・
下
水
道
供
用
開
始
区
域
外
に
お
い
て
自
ら

が
居
住
す
る
住
宅
に
浄
化
槽
を
新
た
に
設

置
す
る
人

（
店
舗
兼
住
宅
の
場
合
、住
宅
部
分
の
床
面

積
が
２
分
の
１
以
上
で
あ
る
こ
と
）

・
平
成
24
年
３
月
20
日
ま
で
に
工
事
を
完
了

し
、実
績
報
告
書
を
提
出
で
き
る
人

※

工
事
の
着
工
は
交
付
決
定
後
と
な
り
ま
す
。

　

事
前
着
手
の
場
合
は
補
助
金
を
交
付
で
き

　

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
額

　

５
・
７
・
10
人
槽 

一
律
30
万
円

■
申
請
方
法

申
請
書
と
申
請
に
必
要
な
書
類
を
添
付
し

て
左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

12
月
５
日（
月
）〜
20
日（
火
）17
時

※

取
り
下
げ
件
数（
２
件
）を
超
え
る
申
請
が

　

あ
っ
た
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

　

な
お
、抽
選
と
な
っ
た
場
合
、抽
選
日
時
等

　

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、別
途
申
請
者
へ
通

　

知
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　

（
本
庁
）都
市
整
備
課 

下
水
道
係

　

☎（
３
４
）６
１
２
９

　

暦
の
上
で
12
月
は
冬
。ト
ン
ボ
の
話
は
い
さ
さ
か
不

似
合
い
な
感
じ
が
し
ま
す
が
、例
年
中
旬
こ
ろ
ま
で
は

10
種
類
ほ
ど
の
ト
ン
ボ
が
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
特
に
元
気
な
の
は
キ
ト
ン
ボ
。秋
の
赤
ト
ン

ボ
の
一
つ
で
、四
枚
の
翅（
ハ
ネ
）の
大
部
分
が
オ
レ
ン

ジ
色
を
し
た
美
し
い
種
類
で
す
。腹
の
先
に
蓄
え
た
水

滴
を
接
着
剤
に
し
て
、水
際
の
植
物
な
ど
に
卵
を
貼
り

付
け
る
ユ
ニ
ー
ク
な
産
卵
を
行
い
、
秋
の
最
中
（
さ
な

か
）
に
は
半
日
陰
の
水
辺
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
さ

す
が
に
師
走
と
も
な
れ
ば
正
午
こ
ろ
だ
け
、日
当
た
り

の
い
い
場
所
に
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

花
は
多
目
的
（
芝
生
）
広
場
の
サ
ザ
ン
カ
が
見
ご
ろ

と
な
り
、学
遊
館
の
緑
地
に
植
え
ら
れ
て
い
る
オ
オ
モ

ミ
ジ
の
葉
が
色
づ
く
の
も
12
月
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。

ま
た
温
暖
化
の
影
響
か
ら
か
、ト
ン
ボ
池
周
辺
で
は
四

季
咲
き
品
種
の
カ
キ
ツ
バ
タ
の
ほ
か
、
フ
ジ
ツ
ツ
ジ
、

サ
ギ
ゴ
ケ
、
キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン
、
オ
オ
ジ
シ
バ
リ
と

い
っ
た
春
咲
き
の
野
草
も
ポ
ツ
ポ
ツ
と
開
花
し
ま
す
。

小
春
日
和
を
選
び
、一
足
も
二
足
も
早
い
春
探
し
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

サザンカ

キトンボの連結産卵

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会
だ
よ
り

幡
多
公
設
地
方
卸
売
市
場
で
の
体
験
学
習

　

幡
多
公
設
地
方
卸
売
市
場
で
は
、修
学
旅
行
生
を
受
け
入
れ
て
、市
場
な

ら
で
は
の
体
験
を
行
う
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
す
で
に
10
月
15
日
に
幡
多
地
域
内
小

学
校
児
童
に
よ
る
カ
ツ
オ
た
た
き
体
験
、11
月
15

日
に
下
田
中
学
校
2
年
生
に
よ
る
市
場
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

　

市
場
体
験
で
は
、
朝
早
く
か
ら
、
市
場
の
迫
力

あ
る「
せ
り
」の
見
学
、モ
ニ
タ
ー
で
の
物
流
の
仕

組
み
や
、市
場
に
入
っ
て
く
る
青
果
物
や
水
産
物

に
つ
い
て
の
学
習
の
ほ
か
に
、果
物
の
糖
度
検
査

や
、冷
凍
庫
で
の
マ
イ
ナ
ス
40
℃
の
世
界
の
体
験

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
レ
ン
コ
鯛
の
開
き
作
り
体
験
や
、市
場

な
ら
で
は
の
新
鮮
な
食
材
を
使
っ
た
朝
食
も
提

供
さ
れ
、
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
初
め
て
の
体

験
ば
か
り
で
、
勉
強
に
な
っ
た
」
と
の
意
見
が
多

数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
25
日
に
は
高
知
県
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
藤
澤
安
良
氏
を
講
師
と
し
て
招
き
、幡
多
地
域

の
観
光
関
係
者
も
集
ま
っ
て
、実
際
に
市
場
体
験

を
行
う
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
た
め
の
研
修
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。体
験
者
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
出
さ
れ
、講
師
か
ら
も
多
く
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
岡
理
事
長
か
ら
は「
修
学
旅
行
生
を
受
け
入

れ
て
、普
段
皆
さ
ん
が
口
に
し
て
い
る
食
の
流
通

過
程
を
知
っ
て
も
ら
い
、
生
産
者
の
大
変
さ
、
食

の
あ
り
が
た
み
や
安
全
性
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

卸
売
市
場
の
役
割
や
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。本
日
い
た
だ
い
た
ア
ド

バ
イ
ス
を
取
り
入
れ
、よ
り
よ
い
体
験
内
容
へ
と
更
に
磨
き
上
げ
て
い
き
た

い
」と
の
お
話
が
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会
事
務
局（
観
光
課
） 

　

☎（
3
4
）1
7
8
3

下田中学校 レンコ鯛の開き体験（11月15日）研修会後の意見交換（11月25日）
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寄
稿

　　

私
が
子
ど
も
の
頃
、中
村
小
学
校
の
校
門
を
入
っ
て
左
の
隅

に
、明
治
時
代
の
教
育
者
で
幸
徳
秋
水
の
少
年
期
の
師
で
あ
り
、

郡
内
三
〇
〇
〇
有
余
名
の
若
者
を
育
て
た
木
戸
明
の
銅
像
が

立
っ
て
い
た
。

　

銅
像
の
制
作
者
は
高
村
光
雲
の
弟
子
で
、宿
毛
市
出
身
の
本

山
白
雲
で
あ
る
。白
雲
は
県
内
で
も
坂
本
龍
馬
の
銅
像
を
は
じ

め
、数
多
く
の
偉
人
の
銅
像
の
作
者
と
し
て
有
名
だ
。

　

こ
の
銅
像
に
つ
い
て
は
、故
上
岡
正
五
郎
氏
の『
木
戸
家
の

歴
史
』に「
大
正
八
年
三
月
、門
人
有
志
等
は
中
村
小
学
校
校
庭

に
胸
像
を
建
て
て
そ
の
功
績
を
顕
彰
し
た
が
、第
二
次
世
界
大

戦
中
、銅
資
材
回
収
の
犠
牲
と
な
っ
た
」と
あ
る
。

　

戦
時
中
は
、武
器
製
造
の
資
材
と
し
て
鍋
釜
か
ら
襖
の
取
手

に
至
る
ま
で
、あ
ら
ゆ
る
金
属
が
供
出
さ
せ
ら
れ
、木
戸
明
の

銅
像
も
そ
う
し
た
時
代
の
流
れ
に
逆
ら
え
ず
、建
立
か
ら
わ
ず

か
二
十
五
年
後
に
姿
を
消
し
た
。

　

昭
和
十
九
年（
一
九
四
四
年
）、私
が
小
学
四
年
生
の
時
、中

村
小
学
校
の
講
堂
で
銅
像
の
献
納
式
が
行
わ
れ
、親
族
が
壇
上

に
列
席
し
て
校
長
先
生
の
話
を
聞
い
た
。そ
の
席
に
私
も
い
た

記
憶
が
あ
る
。木
戸
明
は
私
の
曽
祖
父
で
あ
る
。

　

銅
像
は
戦
禍
で
失
わ
れ
た
が
、台
座
だ
け
は
為
松
公
園
の
南

海
大
地
震
記
念
碑
の
台
座
と
し
て
今
も
残
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
六
十
数
年
こ
の
銅
像
の
こ
と
は
私
の
記
憶
か
ら
も

す
っ
か
り
遠
ざ
か
っ
て
い
た
。と
こ
ろ
が
あ
る
き
っ
か
け
で
、

せ
め
て
銅
像
の
写
真
で
も
見
た
い
と
思
い
始
め
た
。

　

中
村
市
出
身
で
東
京
在
住
の
木
村
林
吉
氏
が
高
知
新
聞
に

連
載
し
た
幸
徳
幸
衛（
幸
徳
秋
水
の
甥
）の
評
伝
、「
目
の
な
い

自
画
像
」の
中
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
っ
た
。

　

「
秋
水
は
幼
少
の
頃
は
漢
学
者
、木
戸
先
生
の
修
明
舎
で
、神

童
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
ま
れ
に
み
る
逸
材
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

木
戸
先
生
は
、中
村
で
は
大
変
有
名
で
、中
村
小
学
校
の
校
門

を
入
っ
た
左
の
方
の
築
山
の
一
角
に
ブ
ロ
ン
ズ
の
胸
像
が

あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。」

　

こ
の
一
節
を
読
ん
で
、記
憶
か
ら
す
っ
か
り
遠
ざ
か
っ
て
い

た
銅
像
の
こ
と
を
思
い
出
し
、懐
か
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
き
て
、

写
真
で
も
何
処
か
に
な
か
ろ
う
か
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
頃
、中
村
小
学
校
長
の
景
平
恒
夫
氏
と
お
会
い
す
る
機

会
が
あ
り
、銅
像
の
写
真
の
こ
と
を
話
し
た
と
こ
ろ
、早
速
あ

ち
こ
ち
当
た
っ
て
く
だ
さ
り
、中
村
市
立
図
書
館
に
保
存
さ
れ

て
い
る
写
真
を
借
り
出
し
て
校
長
室
で
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

子
ど
も
の
頃
に
見
た
曽
祖
父
の
胸
像
が
甦
っ
た
か
の
よ
う

な
感
慨
を
覚
え
た
。変
色
も
な
く
鮮
明
で
、縦
二
十
六
㎝
、横
二

十
一
㎝
の
大
き
な
写
真
で
あ
っ
た
。お
そ
ら
く
、供
出
す
る
際

に
撮
影
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
か
ら
三
年
後
、木
戸
明
の
教
え
子
の
、こ
の
銅
像
に
ま

つ
わ
る
思
い
が
け
な
い
一
通
の
手
紙
と
出
会
う
こ
と
に
な
っ

た
。私
達
の
地
方
文
書
の
学
習
例
会
で
、あ
る
時
、会
員
の
一
人

が
持
参
し
た
手
紙
を
テ
キ
ス
ト
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。そ
の

手
紙
を
見
た
時
に
、目
が
点
に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

そ
の
手
紙
は
濱
口
雄
幸（
後
の
ラ
イ
オ
ン
宰
相
）か
ら
高
知
の

野
村
茂
久
馬（
高
知
県
交
通
の
創
始
者
で
あ
り
県
の
運
輸
王
）

に
宛
て
た
も
の
で
、見
事
な
毛
筆
で
次
の
よ
う
な
文
面
で
あ
る
。

　

「
拝
啓
　

年
内
余
日
も
こ
れ
な
く
候
と
こ
ろ
、御
用
繁
の
ほ

ど
察
し
上
げ
候
、の
ぶ
れ
ば
、故
木
戸
明
先
生
銅
像
先
年
中
村

町
へ
建
設
相
成
候
お
も
む
き
承
り
及
び
候
に
付
、ま
こ
と
に
些

少
な
が
ら
右
維
持
費
の
内
へ
寄
付
致
し
た
く
別
紙
為
替
券
同

封
致
し
お
き
候
間
、お
手
数
相
掛
け
、相
済
ざ
る
次
第
に
候
え

ど
も
、何
卒
老
台
よ
り
し
か
る
べ
く
御
取
次
相
煩
わ
せ
申
し
た

く
、右
当
用
ま
で
、か
く
の
如
き
に
御
座
候
　

頓
首
　

十
二
月

二
十
二
日
　

濱
口
雄
幸
　

野
村
茂
久
馬
様
　

侍
史
」。

　

木
戸
明
は
明
治
十
三
年
か
ら
二
十
五
年
ま
で
高
知
中
学（
現

在
の
追
手
前
高
校
）で
教
鞭
を
取
っ
た
時
期
が
あ
る
。雄
幸
、茂

久
馬
は
そ
の
時
の
教
え
子
で
あ
り
、二
人
の
間
に
は
親
し
い
交

友
関
係
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

明
の
娘
で
あ
る
私
の
祖
母
が
話
し
て
く
れ
た
二
人
の
教
え

子
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。そ
の
ひ
と
つ
は
濱
口
雄
幸
の
英
才

ぶ
り
で
、「
水
口
（
濱
口
雄
幸
の
旧
姓
）
は
は
し
か
い
い
や
つ

だ
。」と
よ
く
話
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。先
生
を
困
ら
せ
る
ほ

ど
の
鋭
い
質
問
を
す
る
俊
英
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、明
が
中
村
に
帰
っ
て
老
後
を
過
ご
し
て
い

た
頃
、野
村
茂
久
馬
か
ら
籐
の
安
楽
椅
子
が
送
ら
れ
て
き
て
、

明
は
大
変
喜
ん
で
大
事
に
使
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

　

現
在
、保
存
さ
れ
て
い
る
木
戸
明
宛
の
葉
書
と
し
て
は
、幸

徳
秋
水
と
浜
口
雄
幸
か
ら
の
次
の
二
通
の
み
で
あ
る
。

　

「
益
々
御
健
勝
奉
欣
賀
候
。
　

拙
著
社
会
論
一
部
別
封
に
而

進
呈
仕
候
、高
教
を
賜
り
候
は
ゝ
幸
甚
に
御
座
候
。早
々
頓
首

　

木
戸
明
先
生
　

侍
史
　
　

幸
徳
傳
次
郎
」

　

こ
れ
は
明
治
三
十
六
年
七
月
に
秋
水
が『
社
会
主
義
真
髄
』

を
世
に
出
し
た
時
、初
版
本
を
贈
呈
し
た
時
の
送
り
状
で
あ
る
。

　

「
新
年
の
御
慶
芽
出
度
申
納
候
　

益
御
清
栄
ニ
而
御
迎
歳
可

被
成
　

小
生
も
無
異
天
齢
相
加
候
間
御
安
心
被
成
下
度
　

先

ハ
年
始
之
御
祝
詞
申
述
度
如
此
御
座
候
東
京
　

於
　

元
旦
」

　

こ
の
年
賀
状
は
明
治
二
十
九
年
、雄
幸
二
十
七
歳
の
元
旦
の

も
の
で
あ
る
。な
お
雄
幸
は
前
年
の
二
十
八
年
に
大
蔵
省
に
入

省
し
て
い
る
。

　

一
枚
の
写
真
、教
え
子
の
手
紙
を
通
じ
て
、師
弟
の
関
係
、教

え
子
の
友
人
関
係
も
想
像
さ
れ
又
、木
戸
明
が
教
育
者
と
し
て

の
幸
せ
な
生
涯
を
送
っ
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
も
で
き
た
。

木
戸
明
の
銅
像

―
一
枚
の
写
真
と
一
通
の
手
紙
―

木
戸
　

秀
雄
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■
年
金
受
給
者
の
住
所
変
更
届
等
が

原
則
不
要
と
な
り
ま
し
た

　

７
月
よ
り
、日
本
年
金
機
構
に
住
民
票
コ

ー
ド
が
収
録
さ
れ
て
い
る
年
金
受
給
者
の

方
に
つ
い
て
は
、
直
接
、
日
本
年
金
機
構
に

お
い
て
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か

ら
住
所
変
更
情
報
等
を
取
得
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
年
金
事
務
所
に

届
け
出
て
い
た
「
住
所
変
更
届
」
や
「
死
亡

届
」は
原
則
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、未
払
い
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場

合
や
遺
族
年
金
の
ご
請
求
の
場
合
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
年
金
事
務
所
等
で
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

●
日
本
年
金
機
構
に
お
い
て
、住
民
票
コ
ー

　

ド
が
収
録
さ
れ
て
い
る
人
に
限
り
ま
す
。

　

（
住
民
票
コ
ー
ド
の
収
録
状
況
に
つ
い
て

　

は
、日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
た
年

　

金
振
込
通
知
書
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

●
年
金
事
務
所
等
へ
の
「
死
亡
届
」
が
不
要

　

と
な
る
の
は
、死
亡
の
事
実
が
あ
っ
て
か

　

ら
、７
日
以
内
に
市
区
町
村
に
死
亡
の
届

　

出
を
行
っ
た
場
合
の
み
で
す
。

※
ご
不
明
な
点
や
詳
し
い
内
容
は
幡
多
年

　

金
事
務
所 

☎（
3
4
）1
6
1
6 

へ
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
は
納
期
内
に
納

め
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
お
手
持
ち
の
納
付
案
内
書
や

口
座
振
替
の
通
帳
を
今
一
度
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
保

険
料
納
付
済
み
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間

を
合
わ
せ
て
原
則
25
年
以
上
必
要
で
す（
第

3
号
被
保
険
者
期
間
、
厚
生
年
金
・
共
済
組

合
な
ど
の
加
入
期
間
も
含
み
ま
す
）
。
大
切

な
年
金
の
受
給
権
を
得
る
た
め
に
も
納
め

忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、後
で
ま
と
め
て
納

め
た
い
と
思
っ
て
も
、2
年
を
過
ぎ
る
と
そ

れ
以
前
の
保
険
料
は
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
お
得
で
便

利
、確
実
な「
口
座
振
替
」の
ご
利
用
を
お
勧

め
し
ま
す
。

※
納
め
た
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
全
額
社

　

会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、平
成
23
年
1

　

月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
た
保
険
料
の

　

全
額
で
す
。

　

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続
き

　

の
際
に
は
、控
除
証
明
書
や
領
収
書
を
申

　

告
書
に
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
家

　

族
の
分
の
保
険
料
を
納
め
た
場
合
も
控

　

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
難
し

い
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

難
な
場
合
、申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保
険

料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

今
年
度
も
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
前
年
の

所
得
状
況
な
ど
一
定
の
条
件
に
よ
り
抽
出

し
た
人
々
に
対
し
、免
除
申
請
に
か
か
る
案

内
文
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
受
け
取
っ

た
人
は
同
封
の
申
請
書（
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン

ド
ハ
ガ
キ
様
式
）に
必
要
事
項
を
ご
記
入
い

た
だ
き
、郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函
す
る
だ
け
で

申
請
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
額
免
除
・
納
付
猶
予
が
一
度
承
認
さ
れ

た
人
が
、
翌
年
度
以
降
引
き
続
き
全
額
免

除
・
納
付
猶
予
の
申
請
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

翌
年
度
か
ら
の
申
請
手
続
き
が
不
要
と
な

り
、申
請
し
忘
れ
が
な
く
な
り
と
て
も
便
利

で
す
。

※
た
だ
し
、一
部
免
除
の
場
合
は
そ
の
つ
ど

　

申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所
　

  

　
　
　
　
　
　
　
　

0（
3
4
）1
6
1
6

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

市
民
係
　

 

　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

0（
3
4
）1
1
1
3

（
総
合
支
所
）住
民
課 

住
民
国
保
係

　
　
　
　
　
　
　
　

0（
5
2
）
1
1
1
1

子
ど
も
手
当
認
定
請
求

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

【
問
い
合
わ
せ
・
請
求
先
】

　

（
本
　
　

庁
）

　
　

福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係
　

              

☎（
3
4
）1
8
0
1

　

（
総
合
支
所
）

　
　

福
祉
事
務
所
西
土
佐
福
祉
分
室

　
　

（
保
健
課
内
）

 

☎（
5
2
）1
1
3
2

　

平
成
23
年
10
月
か
ら
子
ど
も
手
当
制
度

が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

10
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当
を
受
け
取

る
に
は
、
こ
れ
ま
で
受
け
取
っ
て
い
た
人

も
含
め
、
対
象
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
す
べ

て
の
人
は
認
定
請
求
が
必
要
で
す
。
請
求

手
続
き
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
平

成
24
年
３
月
30
日（
金
）ま
で
に
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
公
務
員
は
勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
）

●
支
給
対
象
児
童

　

０
歳
か
ら
中
学
校
修
了(

満
15
歳
以
後

　

の
最
初
の
３
月
31
日)

前
の
子
ど
も

●
平
成
24
年
３
月
30
日(

金)

ま
で
に
手
続

　

き
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
平
成
23
年
10

　

月
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※

す
で
に
認
定
請
求
書
を
提
出
済
の
場
合

　

は
、手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 平

成
23
年
12
月
号

24



問

第43回 読売中村ロードレース 　

ラ
ン
ナ
ー
約
3
0
0
名
を
迎
え
、恒
例
の
読
売

中
村
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
を
開
催
し
ま
す
。

  

市
民
の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
声
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

  

な
お
、当
日
は
レ
ー
ス
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
を

図
る
た
め
、
一
部
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、警
察
官
、交
通
指
導
員
、警
備
員
の
指
示
に
従

う
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
　

時
　

12
月
23
日（
金
・
祝
） 

　
　
　
　

開
会
式：

9
時
　

ス
タ
ー
ト：

10
時

※
雨
天
決
行

各
コ 

ー 

ス
・
種
目（
安
並
運
動
公
園
〜
蕨
岡
方
面
）

  

10
㎞：

高
校
男
子
、一
般
男
子

  

5
㎞：

壮
年
、高
校
女
子
、一
般
女
子

  

3
㎞：

小
学
生
、中
学
生 

　 催
　

し

第43回読売中村ロードレース大会事務局（市民スポーツセンター内）

☎（34）2071

　

中
津
川
フ
ォ
ー
ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
と
い
う
伝
説

的
な
イ
ベ
ン
ト
の
仕
掛
け
人
で
、
フ
ォ
ー
ク
シ
ン

ガ
ー
で
あ
る
笠
木
透
と
雑
花
塾
の
皆
さ
ん
が
、幸
徳

秋
水
刑
死
百
周
年
に
あ
わ
せ
て
秋
水
や
大
逆
事
件

を
取
り
上
げ
た
C
D
を
発
行
し
ま
し
た
。「
ポ
ス

タ
ー
」と
い
う
歌
は
今
年
1
月
の
墓
前
際
で
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、C
D
発
行
を
記
念
し
て
、

四
万
十
市
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
も
一
緒
に
な
っ
て

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。年
末
の
寒
い
時
期

で
す
が
、熱
い
歌
声
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

12
月
17
日（
土
）
　

18
時
30
分
開
演

場
　

所
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー 

大
ホ
ー
ル

出
演
者
　

笠
木
透
と
雑
花
塾

　
　
　
　

長
野
た
か
し
夫
妻

　
　
　
　

浜
田
裕
介
ほ
か
地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

整
理
費
　

1
0
0
0
円（
高
校
生
以
下
無
料
）

催
　

し

秋水 平和音楽祭 ― Love and Peace －

（市）教育委員会 生涯学習課 ☎（34）7311申問

年末年始の防犯について

　早いもので、今年も残りあと

わずかとなりました。年末年始

はいつもより人出も多くなり、

何かとお金を持ち歩く機会も増

えます。ちょっとした油断から、

思いもよらない犯罪に巻き込ま

れることがあるかもしれません。

皆さん一人ひとりが、いつも以

上に防犯意識を持ち、楽しい年

末年始を過ごしましょう。

　また、年末が近づくと「寄付金」

と称して、靴下などの日用品を

高額な値段で売りつけようとす

る悪質な業者が毎年のように出

現していますので、気をつけて

ください。

　必要のないものは「いりませ

ん」ときっぱりと断りましょう。

あいまいな返事をして、つけこ

まれることのないようにしま

しょう。

　中村地区地域安全協会

　（中村警察署内）☎（34）0110

問

働く婦人の家講座「クリスマスケーキづくり」
日
　

時
　

12
月
24
日（
土
） 

13
時
〜
15
時
30
分

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家 

2
階
　

調
理
室

講
　

師
　

谷
崎
佐
千
代

対
象
者
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性

定
　

員
　

11
人

受
講
料
　

無
料

材
料
費
　

1
6
0
0
円

用
意
す
る
も
の
　

エ
プ
ロ
ン
、ふ
き
ん

申
込
方
法
　

12
月
15
日（
木
）か
ら
本
人
に
限
り

窓
口
・
電
話
で
受
付

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

受
付
時
間
　

9
時
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　

（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

教
室
・
講
座

問 働く婦人の家　☎（34）6299

平
成
23
年
12
月
号

25



催
　

し

体育始め 新春はしりぞめ 
日
　

時
　

　

平
成
24
年
1
月
3
日（
火
） 

　

10
時（
受
付：

9
時
30
分
〜
）

　

※
小
雨
決
行
。
中
止
の
場
合
は
8
時
に
、
中
村

　
　

中
学
校
玄
関
前
に
掲
示
し
ま
す
。

コ
ー
ス
　

　

約
1
3
0
0
ｍ
（
中
村
中
学
校
↓
新
町
↓
天

　

神
橋
↓
小
姓
町
↓
文
化
セ
ン
タ
ー
前
↓
中
村

　

中
学
校
）

　

※
ス
タ
ー
ト
地
点
が
中
村
中
学
校
に
変
更
に

　
　

な
り
ま
し
た
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

参
加
定
員
　

先
着
4
0
0
人

参
加
方
法
　

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

当
日
に
会
場

　

で
受
付
し
ま
す
。（
無
料
）

※
大
会
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
主
催
者
が
か

　

け
る
1
日
傷
害
保
険
の
範
囲
内
の
み
で
の
対

　

応
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
参
加
賞
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

催
　

し

土佐くろしお鉄道

クリスマス列車運行、駅前イルミネーション飾付
★
ク
リ
ス
マ
ス
列
車
運
行
予
定

　

期
　

間
　

12
月
12
日（
火
）〜
25
日（
日
）

　

区
　

間
　

窪
川
駅
〜
宿
毛
駅

　

※
運
行
時
間
帯
は
一
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
中
村
駅
前
広
場
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

期
　

間
　

12
月
2
日（
金
）〜

　
　
　
　
　

平
成
24
年
1
月
末
頃
　

★
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
飾
付

　

期
　

間
　

12
月
19
日（
月
）〜
25
日（
日
）

　

場
　

所
　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
　

　
　
　
　
　

中
村
駅
、宿
毛
駅
、窪
川
駅

　

12
月
19
日
に
は
保
育
園
児
た
ち
に
よ
る
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
飾
り
付
け
の
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
す
。

教
室
・
講
座

問 申

冬休み早朝子供水泳教室 　

冬
休
み
、
水
に
親
し
み
水
泳
の
基
礎
を
身
に

つ
け
る
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
　

時
　

12
月
24
日（
土
）〜
27
日（
火
）

　
　
　
　

8
時
〜
9
時（
受
付：

7
時
30
分
〜
）

場
　

所
　

市
立
温
水
プ
ー
ル

対
象
者
　

年
長
児
〜
中
学
3
年
生

定
　

員
　

50
人

　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

受
講
料
　

4
日
間
/
2
0
0
0
円

　

（
プ
ー
ル
入
館
料
、ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
別
途
実
費
）

※
講
習
欠
席
の
場
合
、
受
講
料
等
の
払
戻
は
し

　

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

●
プ
ー
ル
入
館
料：

2
1
0
円
/
回

　

（
回
数
券
、会
員
券
等
利
用
可
）

●
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料：

2
0
0
円

　

（
保
険
加
入
日：

12
月
24
日
〜
27
日
）

　

※
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
未
加
入
者
の
み
対
象

　
　

平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で
の
場
合
は

6
0
0
円

講
　

師
　

　

（
財
）四
万
十
市
体
育
協
会
委
嘱
の
水
泳
指
導
者

申
込
方
法
　

　

所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、受
講
料
、保
険

　

料
を
添
え
て
下
記
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

（
電
話
で
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
）

申
込
期
間
　

12
月
12
日（
月
）〜
23
日（
金
）

受
付
時
間

　

10
時
〜
16
時（
土
曜
日
の
み
12
時
ま
で
）

 

　
　

問
高知西南地域公共交通協議会事務局（市企画広報課内） 　☎（34）1129
土佐くろしお鉄道㈱　営業課                         　　　　☎（35）4962

(財)四万十市体育協会事務局（市民スポーツセンター内）
担当：山崎、刈谷　☎（34）2071

問
（市）教育委員会 社会体育課（市民スポーツセンター内）
☎（34）2071

土佐くろしお鉄道・高知西南交通バス サポーターズクラブ主催

年末カラオケ列車 　

列
車
に
揺
ら
れ
な
が
ら
一
緒
に
カ
ラ
オ
ケ

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

日
　

時
　

12
月
12
日（
月
）

　
　
　
　

中
村
駅
18：

12
発
〜
宿
毛
駅
〜

　
　
　
　

中
村
駅
19：

55
着

定
　

員
　

30
人（
先
着
順
）

参
加
費
　

無
料
　
　

※
飲
食
物
持
込
自
由

申
込
方
法
　

電
話
も
し
く
は
F
A
X
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
以
外
の
方
も

　

参
加
で
き
ま
す
。

　

当
日
に
入
会
の
勧
誘
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

　

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

催
　

し

問
サポーターズクラブ事務局（土佐くろしお鉄道中村駅事務所内）
 ☎（35）4962  FAX（34）2299　受付時間：9時～15時

主催：(市)教育委員会、(財)四万十市体育協会、(市)スポーツ推進委員会
協賛：四万十市民憲章推進協議会

天神橋アーケード天神橋アーケード
一条通

ホテル

病院

学校

中　村
中学校

銀行 銀行

文化
センター

小
姓
町

本
町

新
町
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成
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催
　

し

青少年健全育成事業
「たこ作り教室」「新春たこあげ大会」参加者募集 　

昔
か
ら
親
し
ま
れ
伝
え
ら
れ
て
き
た
「
和
だ

こ
」
を
作
り
、
四
万
十
川
の
風
に
乗
せ
て
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。み
ん
な
集
ま
れ
!!

■
た
こ
作
り
教
室

日
　

時
　

12
月
26
日（
月
） 

13
時
〜
17
時

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

2
階
大
ホ
ー
ル

対
象
者
　

小
・
中
学
生

（
子
ど
も
一
人
で
も
、
親
子
、
お
じ
い

　
　
　
　

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
で
も
参

　
　
　
　

加
で
き
ま
す
）

募
集
定
員
　

50
人（
先
着
順
）

受
付
期
間
　

12
月
5
日（
月
）〜
22
日（
木
）

　

直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
新
春
た
こ
あ
げ
大
会

日
　

時
　

　

平
成
24
年
1
月
15
日（
日
） 

13
時
〜
15
時

　

※
雨
天
の
場
合
は
1
月
22
日（
日
）に
延
期

　
　

当
日
天
候
が
不
順
の
場
合
は
、10
時
ま
で

　
　

に
決
定
し
ま
す
。
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ

　
　

い
。

場
　

所
　

　

鍋
島
河
川
敷（
国
体
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
跡
地
）

　

参
加
は
自
由
で
す
の
で
お
気
軽
に
会
場
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。（
親
子
で
の
参
加
大
歓
迎
！
）

た
だ
し
、審
査
対
象
は「
自
作
だ
こ
」や「
和
だ
こ
」

を
持
っ
て
い
る
人
と
な
り
ま
す
。

 

※
い
ず
れ
も
参
加
費
は
無
料
で
す
。ま
た
、
主
催

　

者
側
で
加
入
す
る
傷
害
保
険
以
外
の
補
償
は

　

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

募
　

集

第７回 四万十市スポーツ賞 推薦募集 　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、

「
市
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
」
の
実
現
を
図
る
た
め
、
顕

著
な
功
績
を
あ
げ
た
個
人
、団
体
を「
四
万
十
市

ス
ポ
ー
ツ
賞
」と
し
て
表
彰
し
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
日
頃
活
躍
し
て
い
る
人
や
団
体

の
推
薦
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
推
薦
書
配
布
場
所  

　

教
育
委
員
会
社
会
体
育
課
、
西
土
佐
事
務
所
、

　

具
同
体
育
セ
ン
タ
ー

■
応
募
締
切
日  

　

平
成
24
年
2
月
3
日（
金
） 

17
時
必
着

■
推
薦
基
準

　

・
優
秀
賞
…
本
市
に
住
所
を
有
し
、平
成
23
年

2
月
3
日
か
ら
平
成
24
年
2
月
2
日
ま
で

の
間
に
各
種
の
競
技
会
に
お
い
て
優
秀
な

成
績
を
上
げ
た
個
人
ま
た
は
団
体

　

・
功
労
賞
…
本
市
に
住
所
を
有
し
、永
年
に
わ

た
り
優
秀
な
選
手
を
育
成
し
た
個
人
お
よ

び
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
普
及
、発
展
に
貢
献
し
、

そ
の
功
績
が
顕
著
な
個
人
ま
た
は
団
体

　

・
特
別
賞
…
本
市
出
身
者
等
で
平
成
23
年
2

月
3
日
か
ら
平
成
24
年
2
月
2
日
ま
で
の

間
に
国
際
的
規
模
の
大
会
に
お
い
て
優
秀

な
功
績
を
残
し
た
個
人
ま
た
は
団
体

　

※
数
名
、数
団
体
の
推
薦
可

■
選
考
方
法
　

　

推
薦
さ
れ
た
個
人
、
団
体
を
選
考
委
員
会
で

　

選
考
し
受
賞
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
表
彰
式
　

賞
状
と
副
賞
を
授
与
し
ま
す

　

日
　

時
　

平
成
24
年
3
月
4
日（
日
） 

10
時
〜

会

場  

市
立
中
央
公
民
館

教
室
・
講
座

問 申

～男女共同参画社会推進事業 健康づくり講座～ ボディートーク（Body-Talk）　

「
体
」
と
「
お
し
ゃ
べ
り
」
を
し
て
、
い
ち
早
く

違
和
感
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
様
々
に
体
を
揺
す
っ

て
ほ
ぐ
す
と
、
だ
ん
だ
ん
と
心
も
ほ
ぐ
れ
て
く

る
。こ
れ
が
、ボ
デ
ィ
ー
ト
ー
ク
で
す
。

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
と
で
も
、
一
人
で

も
で
き
る
も
の
で
す
が
、
今
回
は
、「
一
人
ほ
ぐ

し
」
を
中
心
に
行
い
ま
す
。
体
を
ほ
ぐ
し
、
心
も

ほ
ぐ
し
て
、
す
こ
や
か
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

　

平
成
24
年
1
月
16
日（
月
）〜
3
月
5
日（
月
）

　

全
８
回

　

19
時
〜
20
時
30
分

　

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る

　
　

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家 

2
階 

和
室

講
　

師
　

高
橋 

郁
子（
ボ
デ
ィ
ー
ト
ー
ク
協
会
）

対
象
者
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

　
　
　
　

女
性

定
　

員
　

15
人

受
講
料
　

無
料

申
込
方
法
　

　

1
月
5
日
（
木
）
か
ら
本
人
に
限
り
窓
口
、
電

　

話
で
受
付

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

受
付
時
間
　

　

9
時
〜
17
時
15
分

　

（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

 

　
　

問 申（市）教育委員会 社会体育課(市民スポーツセンター内)　☎（34）2071

働く婦人の家　☎（34）6299

問 申 （市）教育委員会 生涯学習課　☎（34）7311

平
成
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相
　

談

若者の就職支援相談センター ジョブカフェこうち 幡多サテライト
■
主
な
サ
ポ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー

・
就
職
相
談

　

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
仕
事
に
関
す
る
専

　

門
的
な
相
談
員
）が
、求
職
者
、学
生
等
の
就
職
の

　

た
め
の
相
談
、対
応
を
し
ま
す
。

・
履
歴
書
、職
務
経
歴
書
の
書
き
方
講
座

　

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
親
切
丁
寧
に
指

　

導
し
ま
す
。

・
面
接
指
導

　

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
模
擬
面
接

　

で
す
。事
前
に
や
っ
て
お
く
と
安
心
で
す
。

・
職
業
適
性
検
査

　

所
要
時
間
10
分
程
度
の
適
正
診
断
で
す
。

・
職
業
訓
練
情
報
の
提
供

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
し
ご
と
体
験
講
習

　

早
期
就
職
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。7
日
間
企
業

　

に
入
り
、他
の
従
業
員
と
同
じ
よ
う
に
仕
事
を
し

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
就
活
セ
ミ
ナ
ー

　

年
に
数
回
、専
門
講
師
に
よ
る
就
活
セ
ミ
ナ
ー
を

　

行
っ
て
い
ま
す
。

・
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
動
作
訓
練

　

E
x
c
e
l
、W
o
r
d
な
ど
が
練
習
で
き
ま
す
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
求
人
検
索

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
、

　

日
本
全
国
の
求
人
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
サ
ポ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー
は
全
て
無
料
で
す
。

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
こ
う
ち 

幡
多
サ
テ
ラ
イ
ト

　

（
右
山
五
月
町
8
ー
13  

ア
ピ
ア
さ
つ
き 

1
階
）

　

☎（
3
4
）6
8
6
0

　

H
P h

ttp
:/
/
jo
b
c
a
fe
-k
o
c
h
i.jp
/

　

運
営
日：

火
・
木
・
土
曜
　

11
時
〜
19
時

相
　

談

教
室
・
講
座

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》武田 二三生 ☎（35）6414
　        正木 卓夫　 ☎（37）2560

（本　　庁）総務課
　☎（34）1804
（総合支所）地域企画課
　☎（52）1111

幡多福祉人材バンク
（四万十市社会福祉協議会内）
☎（35）5514

日本政策金融公庫
高知支店 農林水産事業
☎ 088-825-1091

行政相談所

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

福祉のしごと
移動相談

福祉のしごと
日曜相談

無料農業経営相談

毎週月～金曜日
9時～17時

12月25日（日）
13時～17時

12月22日（木）

社会福祉
　　センター

社会福祉
　　センター

JA高知はた
　　本所3階

福祉関係の仕事に就職・転職を希望す
る人の登録と就職に関しての相談
（無料・秘密厳守）

農業に関する借入相談、経営全般に関
するお悩みなどの相談
（要事前予約）

定期相談所

12月20日（火）
13時～16時

平成24年
1月20日（金）
13時～16時

平成24年
1月11日（水）
13時30分～
15時30分

特設人権相談所

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク
ハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待・交通事
故・裁判費用など人権に関する問題
（無料、秘密厳守）
※弁護士資格のある人権擁護委員が行います。

高知地方法務局

四万十支局

☎（34）1600

高知地方法務局
四万十支局
（事前予約制、
1人30分以内）

訪日観光客受け入れ促進セミナー
　・訪日外国人観光客の現状
　・アジア諸国の文化・風習を理解する
　・各国別観光客の傾向と対策

田原 洋樹　氏
（オフィスたはら）

◆売れっ子ガイド
　育成セミナー

◆もったいない
　セミナー
　木工品づくり
　技術講座

◆高付加価値型
　農業研修
　有機農業
　プロフェッショナル
　講座

日　時募集種目 会　場 内　容 講　師

市立中央公民館　
3階 研修室Ⅲ

実地研修
鍋島圃場
（集合：あぐりっこ
研修センター）
座学
あぐりっこ
研修センター

葉物野菜の手入れ（白菜の結束方法 ほか）
※天候や圃場の状況で内容変更の可能性あり
※野外研修ですので作業のできる服装で、
　熱中症対策の為の飲み物をご用意してください。

品目別栽培方法の詳細

四万十市雇用創造促進協議会　12月開催講座

12月9日（金）
14：00～16：30

12月10日（土）
13：30～16：00

12月13日（火）
14：00～17：00

12月14日（水）
9：00～12：00

木工製品　加工技術講座Ⅱ
「木の組み方、加工講座」

豊田 治　氏
田辺 一夫　氏

山下 一穂　氏
（有機のがっこう
「土佐自然塾」塾長）

木のものづくり
の会 工房
（西土佐江川崎駅
近く）

詳しくは四万十市雇用創造促進協議会のホームページや高知新聞折込チラシをご覧の上お申し込みください。

問

問

申
四万十市雇用創造促進協議会　 （34）0232　
ホームページ http://shimanto-koyo.com
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募
　

集

平成24年度 県立中村高等技術学校 訓練生募集

募
　

集

平成24年度 高知県公立学校臨時教員募集
職
務
内
容

・
常
勤
講
師：

　
　

公
立
小
・
中
学
校
、
県
立
学
校
の
産
休
、
育
休
、
病

　
　

休
等
の
補
充
教
員

・
非
常
勤
講
師：

　
　

小
・
中
学
校
の
教
科
、高
等
学
校
の
教
科
・
科
目
の

　
　

授
業
時
間
の
み
勤
務

雇
用
期
間

・
常
勤
講
師：

　
　

産
休
・
育
休
・
病
休
等
の
補
充
の
期
間（
最
長
約
１

　
　

年
間
）

・
非
常
勤
講
師：

　
　

最
長
約
１
年
間
、週
当
た
り
数
時
間
か
ら
十
数
時
間

資
　

格
　

　

採
用
時
に
お
い
て
有
効
な
教
員
免
許
状
（
臨
時

　

免
許
状
を
含
む
）を
有
す
る
人

待
　

遇

・
常
勤
講
師：

　
　

大
学
新
卒（
22
歳
）で
基
本
給
約
20
万
円
、そ
の
他

　
　

通
勤
手
当
、期
末
手
当
、勤
勉
手
当
等
諸
手
当
あ
り

・
非
常
勤
講
師：

時
給
約
3
千
円

願
書
・
募
集
要
項
の
配
布
場
所

　

高
知
県
教
育
委
員
会
事
務
局 

教
育
政
策
課
、
東
部

　

教
育
事
務
所
・
中
部
教
育
事
務
所
・
西
部
教
育
事
務

　

所
、高
知
県
東
京
事
務
所
・
大
阪
事
務
所
・
名
古
屋
事

　

務
所
お
よ
び
四
万
十
市
教
育
委
員
会
事
務
局

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

http://w
w
w
.pre
f.kochi.lg

.jp/soshiki/3
1
0
1
0
1
/

応
募
方
法
　

募
集
要
項
の
「
応
募
の
手
続
」
に
従
っ
て
、

志
願
書
、
志
願
者
調
査
表
お
よ
び
申
告
書
等
を
、
下
記

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間
　

　

平
成
24
年
度
4
月
初
旬
時
の
採
用
希
望
者：

　

平
成
24
年
3
月
5
日（
月
）ま
で

※
年
度
途
中
の
採
用
に
つ
い
て
は
、平
成
24
年
3
月
6

　

日（
火
）以
降
に
お
い
て
も
出
願
を
受
け
付
け
ま
す
。

問 申
（県）教育委員会事務局 教育政策課 人事企画担当（横山・中屋）
〒780－0850　高知市丸ノ内1-7-52   ☎ 088（821）4568

問 申
〒787-0019 具同5179　県立中村高等技術学校　☎（37）2723
【HP】http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/151305/

募集科

木造建築科 2年

2年

10人

10人左官、タイル施工科

応募資格 訓練期間 募集定員

中学校卒業者（平成24年3月
卒業見込含む）で29歳以下

中学校卒業者（平成24年3月
卒業見込含む）で35歳以下

（推薦入試B）
　　　　応募資格　中学校卒業見込みの人
　　　　願書受付　平成24年1月5日（木）～20日（金）
　　　　試 験 日　平成24年1月30日（月）
　　　　試験科目　作文、面接
　　　　合格発表　平成24年2月6日（月）

（一般入試）
　　　　応募資格　上記表の応募資格のある人
　　　　願書受付　平成24年1月31日（火）～2月24日（金）
　　　　試 験 日　平成24年3月5日（月）
　　　　試験科目　数学、面接
　　　　合格発表　平成24年3月8日（木）

※遠隔地の人には寮（男性）もあります。詳しくはお問い合わせください。

お
知
ら
せ

平成24年度  

四万十市指名競争入札 参加資格審査申請受付 　

平
成
24
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、

物
品
買
い
入
れ
な
ど
に
つ
い
て
、
指
名
競
争

入
札
へ
の
参
加
希
望
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間
　

　

平
成
24
年
1
月
4
日（
水
）〜
31
日（
火
）

　

※
土
、日
、祝
日
は
除
く

申
請
方
法
　

市
内
業
者
は
直
接
持
参
し
て
く

　
　
　
　
　

だ
さ
い
。

市
外
業
者
の
場
合
は
郵
送
も
可
。

　
　
　
　
　

（
期
間
内
に
必
着
の
こ
と
）

申
請
書
類

　

●
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

　

●
経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
、
総
合

　
　

評
定
値
通
知
書（
直
近
の
も
の
の
写
し
）

　
　

※
建
設
工
事
の
み

　

●
納
税
証
明
書
ほ
か

　
　

※
用
紙
の
大
き
さ
は
、
原
本
以
外
Ａ
４

　
　
　

サ
イ
ズ
と
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、下
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 申（本庁）財政課 管財契約係　☎（34）6120



　

断
っ
て
お
く
が
、
ボ
ク
は
「
四
万
十
市
」
と
い
う
の
に
何
の

愛
着
も
持
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
勝
手
に
本
籍
を
変
え
ら
れ

た
こ
と
に
未
だ
納
得
し
て
い
な
い
。だ
か
ら
、出
身
を
尋
ね
ら

れ
る
と
、「
高
知
県
の
中
村
で
す
」
と
答
え
る
こ
と
に
し
て
い

る
。な
に
し
ろ
ボ
ク
は
、中
村
幼
稚
園
に
年
中
組
で
入
っ
て
以

来
、
中
村
小
学
校
、
中
村
中
学
校
、
中
村
高
校
に
通
っ
た
生
粋

の
中
村
人
な
の
だ
か
ら
、
今
さ
ら
言
わ
れ
て
も
こ
ま
る
の
で

あ
る
。

　

と
い
う
訳
で
、
ボ
ク
は
年
に
二
、
三
度
、
四
万
十
市
で
は
な

く
中
村
に
帰
省
す
る
。毎
年
、盆
暮
れ
の
帰
省
前
に
な
る
と
東

京
の
自
宅
に
、
い
つ
帰
っ
て
来
る
か
と
中
村
の
友
人
達
か
ら

電
話
が
入
る
。帰
っ
て
か
ら
の
飲
み
会
の
誘
い
で
、帰
省
す
る

と
東
京
に
い
る
と
き
の
何
倍
も
忙
し
い
日
々
が
待
っ
て
い

る
。

　

漫
画
が
売
れ
な
い
頃
は
、
高
知
ま
で
深
夜
バ
ス
で
帰
っ
て

来
て
た
が
、こ
の
頃
は
飛
行
機
だ
。汽
車
が
後
川
の
鉄
橋
を
渡

る
と
、
あ
あ
、
帰
っ
て
来
た
な
と
思
う
。
言
葉
も
す
ぐ
幡
多
弁

に
戻
る
。

　

帰
っ
て
来
て
い
つ
も
思
う
の
は
、
な
ん
ち
ゃ
あ
な
い
け
ん

ど
や
っ
ぱ
り
中
村
は
え
え
町
や
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ん

ち
ゃ
あ
な
い
と
い
う
の
は
、
当
り
前
の
よ
う
に
そ
こ
に
あ
る

か
ら
特
別
思
わ
な
い
だ
け
で
、
ホ
ン
ト
は
山
が
あ
っ
て
川
が

あ
っ
て
海
が
あ
っ
て
、
キ
レ
イ
な
空
が
あ
っ
て
旨
い
も
ん
が

あ
る
。そ
れ
か
ら
、ず
っ
と
中
村
に
お
っ
た
ら
わ
か
ら
ん
ろ
う

け
ん
ど
、
ど
し
た
ち
水
が
え
え
。
沸
か
し
た
風
呂
の
水
が
違

う
。と
て
も
柔
か
く
て
や
さ
し
く
て
気
持
ち
え
え
。飯
を
炊
い

て
も
う
ま
い
し
、そ
の
上
に
青
の
り
を
か
け
た
ら
、も
う
何
も

言
う
こ
と
は
な
い
。本
当
に
四
万
十
川
の
お
蔭
や
と
思
う
。

　

で
も
、あ
ん
ま
り
何
で
も
か
ん
で
も「
四
万
十
、四
万
十
」い

う
が
は
よ
う
な
い
と
思
う
。
か
え
っ
て
恥
し
い
。
県
外
用
、
観

光
用
み
た
い
な
感
じ
で
妙
に
い
か
ん
。
し
つ
こ
い
よ
う
な
け

ん
ど
、「
四
万
十
市
」い
う
が
も
そ
れ
と
同
じ
も
ん
を
感
じ
る
。

　

「
四
万
十
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
育
て
よ
う
と
思
う
た
ら
、

実
の
あ
る
本
当
に
え
え
商
品
を
作
ら
ん
と
い
か
ん
。
と
り
あ

え
ず「
四
万
十
」と
付
け
た
だ
け
の
何
の
工
夫
も
な
い
目
先
だ

け
の
物
を
作
っ
て
も
、
一
回
は
売
れ
て
も
二
度
と
買
う
て
く

れ
ん
。
地
元
の
人
も
認
め
る
し
っ
か
り
し
た
物
づ
く
り
を
し

た
ら
、
自
信
を
持
っ
て
「
四
万
十
の
が
は
エ
エ
ぜ
」
と
余
所
の

人
に
も
紹
介
で
き
る
。そ
う
し
て
、初
め
て「
四
万
十
市
」を
応

援
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
ボ
ク
は
思
っ
て
い
る
。

　

ひ
と
つ
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
12
月
30
日
の
午
後
か
ら

１
月
６
日
ま
で
（
元
日
を
除
く
）
、 

中
村
桜
町
「
C
a
f
e 

R
e
s
t
風
雅
」（
３
４-

１
６
９
０
）に
て
、さ
さ
や
か
な
原
画

展
を
開
き
ま
す
。2
日
、15
時
〜
16
時
サ
イ
ン
会
も
予
定
し
て

い
ま
す
。入
場
無
料
で
す
。お
時
間
が
あ
り
ま
し
た
ら
覗
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。

出
身
は
中
村
で
す
安
倍
　

夜
郎

　

東
京
都
杉
並
区

　

昭
和
38
年
生
ま
れ

 

　

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り

な
か
し
ょ
う

な
か
ち
ゅ
う

な
か
こ
う

お
ん
な

よ
そ

こ
っ
ち

も
と

・
　

・
　

・

広報四万十では皆さまからの投稿や情報を募集しています
■投稿できるもの
「ニュース」「話題」「自慢」「写真」「イベント・サークル紹介」「市政に対するご意見・ご提案」など

注
意
事
項

・「広報掲載希望」と明記してください。

・匿名希望の場合は、その旨を明記してください。　

　　　　　　　　　　　　　　　（ペンネーム可）

・文章は３００字程度以内としてください。

・投稿していただく写真（デジタル可）などは、返却  

　不要なものにしてください。

・営利・政治・宗教活動、その他広報の公共性・公益　

　性を損なうものは掲載できません。

問い合わせ先

投稿先
●電子メール　kouhou@city.shimanto.lg.jp

●郵送、持参　
　〒787-8501  四万十市中村大橋通4-10  四万十市役所企画広報課 秘書広報室 広報公聴係

(市)企画広報課 秘書広報室 広報公聴係　 (34)1810　FAX(35)0007

※連載の可否に関するご連絡は、原則いたしませんので、あらかじめご了承ください。

平
成
23
年
12
月
号

30



平
成
23
年
12
月
号

31

★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く80

　

野
田
総
理
が
就
任
に
あ
た
り
、

「
私
は
ど
じ
ょ
う
で
す
」

「
泥
を
か
ぶ
っ
て
も
全
力
を
尽
く
し

ま
す
」と
挨
拶
し
、が
ぜ
ん
人
気
が
出

て
き
た
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
ご
決
意
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ

ず
、地
震
や
津
波
、放
射
能
で
傷
つ
い

た
日
本
国
を
建
て
直
し
て
ほ
し
い
も

の
と
心
底
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

（
因
み
に
、漢
字
で
は「
泥
鰌
」と
書
き

ま
す
。現
在
の
仮
名
遣
い
で
は「
ど
じ

ょ
う
」、昔
は「
ど
ぢ
ゃ
う
」と
書
き
ま

し
た
。
料
理
の
お
店
で
は
「
ど
ぜ
う
」

と
書
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
縁
起

を
担
い
で
作
り
だ
し
た
書
き
方
だ
と

聞
い
て
い
ま
す
）

　

実
は
、
私
も
若
か
り
し
頃
「
魚
」
に

な
り
た
い
と
心
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。私
の
な
り
た
か
っ
た
の
は「
ス

カ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」と
よ

ば
れ
て
い
る
魚
で
す
。

　

こ
の
魚
は
、
熱
帯
魚
を
飼
育
し
よ

う
と
す
る
際
に
、
同
じ
水
槽
の
中
に
、

一
緒
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
の

だ
そ
う
で
す
。

　

ス
カ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
と
は
掃
除
屋
と

い
う
意
味
で
、
熱
帯
魚
の
食
べ
残
し

た
餌
が
そ
の
ま
ま
だ
と
腐
敗
が
す
す

み
、水
が
汚
れ
ま
す
。そ
の
防
止
策
に

入
れ
て
お
く
と
、
水
底
に
う
ず
く
ま

っ
た
ま
ま
で
余
分
な
餌
が
落
ち
て
く

る
の
を
辛
抱
強
く
待
っ
て
い
る
、
ま

こ
と
に
地
味
な
魚
だ
と
い
い
ま
す
。

熱
帯
魚
の
代
わ
り
に
浮
き
上
が
ろ

う
と
し
た
り
、華
や
か
な
泳
ぎ
を
披

露
し
た
り
せ
ず
、せ
っ
せ
と
残
飯
の

清
掃
に
つ
と
め
る
の
が
こ
の
魚
の

役
割
な
の
で
す
。

「
そ
う
だ
、オ
レ
も
…
…
」こ
の
魚
を

み
な
ら
っ
て
と
、ガ
ン
バ
っ
て
み
ま

し
た
が
、な
か
な
か
う
ま
く
は
い
き

ま
せ
ん
。つ
い
不
必
要
に
出
し
ゃ
ば

っ
て
み
た
り
、知
っ
た
か
ぶ
り
を
し

た
り
し
て
、表
舞
台
に
躍
り
で
た
が

る
自
分
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
の

が
な
か
な
か
困
難
で
し
た
。

　

こ
ん
な
こ
と
か
ら
、人
間
は
と
て

も
魚
に
は
な
れ
な
い
も
ん
だ
と
気

づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
せ
め
て

家
庭
の
中
だ
け
で
も
、ス
カ
ベ
ン
ジ

ャ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
で
い
た
い
と
い

う
思
い
は
今
も
か
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。

　

野
田
総
理
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

首
相
な
ら
、
金
魚
ど
こ
ろ
か
、
ど
ん

な
魚
に
だ
っ
て
変
身
で
き
る
能
力

も
見
識
も
、
権
力
も
、
お
持
ち
合
わ

せ
の
筈
で
す
。

　

非
才
な
私
に
は
不
可
能
で
し
た

が
、
初
志
を
貫
徹
さ
れ
て
泥
ま
み
れ

で
国
政
に
邁
進
さ
れ
ん
こ
と
を
心

よ
り
お
祈
り
す
る
し
だ
い
で
す
。

　

四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
　

衞

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

畔
元
 

海
斗

松
田
 

陽
葵

三
好
 

真
央

前
田
 

琢
磨

清
水
 

望
夢

利
岡
 

希

尾
﨑
 

莉
緒

山
﨑
 

結
香

佐
竹
 

里
斗

山
﨑
 

心
結

中
野
 

寧
々
花

宮
村
 

杏
理

矢
部
 

瑠
花

武
田
 

琉
聖

伊
勢
𦚰
 

慶
斗

佐
竹
 

颯
蒼

芝
藤
 

瑞
人

佐
田
 

ゆ
う
わ

森
田
 

愛
弓

か
い
　

と

ひ
ま
　

り

 

ま     

お

た
く   

ま

の
ぞ  

む

の
ぞ
み

  

り   

お

ゆ
い  

か

  

り   

と

  

み   

ゆ
う

  

ね    

ね   

か

 

あ
ん   

り

 

る
う  

か

り
ゅ
う
せ
い

 

け
い  

と

  

そ    

う

み
ず  

と

  

あ  

ゆ
み

孝
道

翔
平

豊和
久

秀
剛

　

生
一
也

隆
史

努秀
和

峻
輔

直
樹

勇
介

裕
介

純
二

翼幹
雄

顕
史

明

（
平
成
23
・
10
・
６
〜
11
・
５
届
分
）

（
平
成
23
・
10
・
６
〜
11
・
５
届
分
）

中
村
羽
生
小
路

中
村
一
条
通

中
村
東
町

中
村
東
町

不
破
上
町

不

破

古

津

賀

古

津

賀

具

同

渡

川

渡

川

赤

松

町

有

岡

有

岡

竹

島

平

野

伊

才

原

口

鴨

川

岩

田

手

洗

川

大

屋

敷

片

魚

片

魚

西
土
佐
大
宮

西
土
佐
江
川

6179849386809789759889427894848681787690

8780817775

中
村
上
小
姓
町

中
村
東
町

中
村
丸
の
内

安

並

具

同

具

同

具

同

渡

川

具
同
田
黒

山

路

深

木

井

沢

竹

島

敷

地

住

次

郎

古

尾

西
土
佐
津
野
川

西
土
佐
大
宮

西
土
佐
用
井

谷
　
 

政
春

岡
　
 

定
弘

岡
　
 

ミ
ヨ
ヱ

竹
葉
 

忠
明

中
野
 

隆
明

住
　

所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

住
　

所

享 

年

氏
　
　

  

名

 

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の

掲
載
に
つ
い
て
は
、
ご
家
族
の
希
望
を

聞
い
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

　
　

（
本
庁
）
市
民
課

（
３
４
）
１
１
１
３

　
　
　

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

川
上
 

育
士

坂
本
 

宗
治

松
田
 

愛
子

南
 

凪
海

杉
内
 

八
代
喜

清
田
 

シ
ヅ
子

上
岡
 

佐
賀
惠

岡
本
 

善
美

山
本
 

寿

藤
井
 

庄
次
郎

中
平
 

千
代
美

朝
比
奈
 

雄
三

藤
本
 

恭
三

布
 

千
代
惠

宮
村
 

勇

茶
畑
　
 

綾
子

豊
永
 

三
男

都
築
 

マ
ス
ミ

吉
井
 

操

岡
村
 

一

ち
な

は
ず

ま
い
し
ん

ご
冥
福
を

　

お
祈
り
し
ま
す 

      

ご
冥
福
を

　

お
祈
り
し
ま
す 

      

寄
付
の
お
礼

　

四
国
電
力
株
式
会
社
中
村
支
店

様
か
ら
公
衆
街
路
灯
11
灯
の
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
は「
平

成
23
年
度
よ
ん
で
ん
グ
ル
ー
プ
ふ

れ
あ
い
旬
間
」に
あ
た
り
、社
会
貢

献
活
動
の
１
つ
と
し
て
行
な
わ
れ

た
も
の
で
す
。

　

寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
街
路
灯

は
、通
学
路
の
安
全
確
保
、地
域
住

民
の
防
犯
対
策
等
に
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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No.80

溝渕設備

森下住宅器機

土居水道工事店

中村水道工事センター

㈱中村住設

㈲大杉設備工業

㈲福永工業

㈲カキタニ設備

岡崎プロパン㈱

㈲夕部設備

西南管工

㈱奥宮工業

㈲大同設備

㈲石井建設

㈲山下建設

豚座建設㈱

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

土

日

土

日

金

土

日

木

金

土

日

月

火

土

日

月

10

11

17

18

23

24

25

29

30

31

1

2

3

7

8

9

12

1

月

月

☎(３４)３７３４

☎(３４)４８５５

☎(３２)１０９５

☎(３５)４３２３

☎(３４)３６２１

☎(３４)２３２４

☎(３５)５９９６

☎(３３)０６６０

☎(３５)３４５８

☎(３７)３３８３

☎(３６)２５５４

☎(３７)５１５１

☎(３５)４８７９

☎(３３)０４０４

☎(３３)０６５３

☎(３４)６０３１

人（
人（
人（
戸（

+   9
－  1

   　+  10
   +   7

）
）
）
）

36,071
17,032
19,039
16,282

79人
49人
17人
38人

　

気
が
つ
く
と
12
月
、
早

く
も
１
年
が
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
今
年
発

刊
さ
れ
た
広
報
を
改
め

て
見
返
し
て
み
る
と
、
月

並
み
な
感
想
で
す
が
、
本

当
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
あ
っ
た
な
と
思
わ
さ

れ
ま
す
。

　

1
月
号
の
こ
の
欄
に

能
天
気
に
「
秋
水
の
本

1
0
0
冊
」と
か
書
か
れ

て
い
る
の
が
微
笑
ま
し

い
で
す（
結
果
は
聞
か
な

い
で
く
だ
さ
い
）
。
来
年

は
も
う
少
し
現
実
的
な

目
標
を
立
て
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
誉
也
）

今月実施の統計調査12月
調　査　名 調　査　該　当　地　区

右山元町2丁目・3丁目、
右山駅前町、一条通3丁目・5丁目

家計調査

家計消費状況調査
不明
※国直轄の調査のため
　該当地区の詳細は不明です

労働力調査 山路

個人企業経済調査
中村東町、中村於東町、中村新町、
中村一条通、中村大橋通

（県）総務部 統計課　　088（823）9344

広報

広報

「広報四万十」1月号は1月5日(木)発送予定です「広報四万十」1月号は1月5日(木)発送予定です「広報四万十」1月号は1月5日(木)発送予定です

※12月10日、11日分については、11月号に掲載したものから
　変更になりましたので、ご了承ください。

水道の使用開始、中止は下記まで連絡を
（本　　庁)  水　道　課　☎（34)1711
（総合支所)  産業建設課　☎（52)1111

～10月末日現在～

12

1

中村クリニック
市民病院
さくらクリニック
森下病院
佐々木整形外科
正木整形外科
市民病院
山下整形外科
こいけクリニック
幡多病院

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（

日
日
金
日
土
日
月
火
日
月

月

月

11
18
23
25
31
1
2
3
8
9

☎（ 3 4 ）5 1 0 0
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 5 ）2 5 5 5
☎（ 3 4 ）2 0 3 0
☎（ 3 4 ）7 1 7 7
☎（ 3 4 ）5 2 5 2
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）0 5 1 1
☎（ 3 5 ）5 1 1 2
☎（ 3 4 ）6 2 1 1

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。

12月30日(金）池本歯科

岡村歯科

小谷歯科

上田歯科

大西歯科

四万十市右山五月町10-14
（35）6188

土佐清水市竜串24-14
0880（85）0838

土佐清水市寿町1-6-1
0880（82）0531

四万十市古津賀1丁目146
（35）2088

幡多郡黒潮町上川口877
0880（44）1529

1月 1日(日）

12月31日(土）

1月 2日(月）

1月 3日(火）

　

年
末
年
始
は
、飲
酒
の
機
会
が
多
く

な
る
こ
と
や
交
通
量
の
増
加
な
ど
を

原
因
と
し
て
、交
通
事
故
の
多
発
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

県
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践

し
、安
全
で
安
心
な
、人
に
や
さ
し
い

交
通
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、交

通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間
　

　

12
月
10
日（
土
）〜

　
　

平
成
24
年
１
月
９
日（
月
）

重
点
目
標

１
．子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

２
．飲
酒
・
暴
走
運
転
の
根
絶

３
．自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）

環
境
生
活
課 

市
民
生
活
係
　

0（
3
5
）4
1
4
7

（
総
合
支
所
）

地
域
企
画
課 

地
域
振
興
係
　

0（
5
2
）1
1
1
1

年
末
年
始
の

交
通
安
全
運
動
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